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駅
前

に
国

内
初

の
特

殊
噴
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広

場
完

成
阿

蘇
の

玄
関

口
に

、
国

内
初

の
特

殊
ノ

ズ
ル

を
採

用
し

た
噴

水
広

場
が

完
成

し
ま

し
た

。
夜

間
は

、
幾

多
に

も
変

わ
る

Ｌ
Ｅ

Ｄ
を

利
用

し
た

噴
水

演
出

で
観

光
客

を
出

迎
え

、
市

の
新

た
な

名
所

と
し

て
期

待
さ

れ
ま

す
。（

詳
細

は
7

ペ
ー

ジ
を

ご
覧

く
だ

さ
い

。）
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春
暖
の
候
、市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
去
る
２
月
17
日
執
行
の
阿
蘇
市
長
選
挙
に
お
き
ま

し
て
、
市
民
の
皆
様
方
の
負
託
を
賜
り
、
引
き
続
き

市
政
運
営
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
、
２
期
８
年
間
、
市
民
の
皆
様
方
の
思

い
を
大
切
に
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営
に
努
め
て
来
ま

し
た
。

　
し
か
し
昨
年
７
月
、
阿
蘇
地
域
を
襲
っ
た
九
州
北

部
豪
雨
は
、
私
た
ち
の
大
切
な
山
々
を
無
残
な
姿
に

変
え
果
て
る
ば
か
り
か
、
生
活
の
糧
で
あ
る
農
地
・

家
屋
を
奪
い
去
る
な
ど
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
特
に
、
21
名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
、
１
名

の
方
の
行
方
が
未
だ
不
明
で
あ
り
、
返
す
返
す
も
残

念
で
あ
り
、
無
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

市
民
の
皆
様
へ

　�
阿
蘇
市
３
期
目

　
就
任
に
あ
た
っ
て

　
３
期
目
に
あ
た
り
、
先
ず
、
災
害
か
ら
の
復
興
を

最
優
先
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建
は
も
と

よ
り
、
河
川
改
修・砂
防
治
山
ダ
ム
整
備
等
を
進
め
、

阿
蘇
市
の
主
産
業
の
再
生
と
活
力
化
に
全
力
を
注
い

で
ま
い
り
ま
す
。

　
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
千
年
に
一
度
の
豪
雨

で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
千
年
分
の
思
い
を
込
め
、
未

来
に
つ
な
が
る
完
全
復
興
と
市
民
の
皆
様
方
が
安
全

に
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
阿
蘇
市
づ
く
り

を
進
め
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
協
力
と
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

市長就任のごあいさつ

市長　佐藤義興
昭和 24 年 8 月 6 日生

阿

蘇

市

長　

佐

藤

義

興



阿 蘇 市 の ニ ュ ー ス を お 届 け す る Ｆ Ｌ Ａ Ｓ Ｈ Ｎ Ｅ Ｗ Ｓ
フ ラ ッ シ ュ ニ ュ ー ス
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黒
川
河
川
等
の
災
害
対
策
工
事

本
格
的
に
始
ま
る

▼
黒
川
河
川
激
甚
災
害
対
策
特
別
緊
急
事
業
着
工
式

昨
年
７
月
の
九
州
北
部
豪
雨
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
、
黒
川
河
川
沿
い
の
災
害
対
策
工
事
が
本

格
的
に
着
工
す
る
の
に
際
し
３
月
９
日
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
阿
蘇
市
と
熊
本
県
の
合
同
主
催
に
よ

り
、
着
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
着
工
式
に
は
、
熊
本
県
副
知
事
を
は
じ
め
来
賓
や
関

係
区
長
な
ど
約
１
３
０
名
が
出
席
。
冒
頭
で
佐
藤
市
長

が
「
関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
、
三み
た
び度

こ
の
よ
う
な

惨
事
を
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
将
来
に
わ
た
る

恒
久
的
な
治
水
対
策
、
減
災
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
が▲関係者による安全祈願の様子。

最
優
先
事
項
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

　
総
事
業
費
は
約
２
２
０
億
円
で
、
工
事
は
概
ね
５
ヶ

年
に
わ
た
り
、
主
に
次
の
３
つ
の
工
事
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
工
事
が
長
期
化
す
る
た
め
適
時
進
捗

状
況
を
報
告
し
ま
す
。

①�

一
の
宮
町
坂
梨
～
車
帰
ま
で
の
延
長
約
27
㎞
間
の
河

川
掘
削
工
事

②
遊
水
地
設
置
工
事

③
河
川
沿
い
に
お
け
る
輪
中
堤
工
事
・
宅
地
嵩
上
工
事

一
の
宮
中
学
校
体
育
館
が
完
成

▼
一
の
宮
中
学
校
体
育
館
落
成
式

老
朽
化
と
耐
震

性
不
足
に
よ

り
、
昨
年
７
月
か
ら

改
築
工
事
が
進
め
れ

ら
れ
て
き
た
、
一
の

宮
中
学
校
体
育
館
が

完
成
し
３
月
24
日
、

落
成
式
典
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

生
徒
や
地
元
区

長
、
工
事
関
係
者
な
ど
約
３
０
０
名
が
出
席
し
行
わ
れ

た
式
典
で
は
、
工
事
の
経
過
報
告
、
設
計・施
工
監
理
、

新
築
工
事
の
請
負
業
者
（
以
下
参
照
）
へ
感
謝
状
の
贈

呈
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
生
徒
を
代
表
し
て
首
藤
未
来
さ
ん
が
旧
体

育
館
の
思
い
出
を
振
り
返
り
、「
新
体
育
館
で
学
習
や ▲新体育館の外観。

部
活
動
に
励
み
、
充
実
し
た
中
学
校
生
活
を
共
に
過
ご

す
大
切
な
場
所
に
し
た
い
。
新
し
い
体
育
館
と
の
出
会

い
が
将
来
の
誇
り
と
な
る
よ
う
、
今
し
か
な
い
中
学
校

生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
」
と
、謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
４
月
に
は
早

速
、
こ
の
新
し

い
体
育
館
で
始

業
式
と
入
学
式

が
執
り
行
わ
れ

ま
す
。

○体育館施設の概要
　RC+S 造 1 階建て　2114.76㎡
　体育館のほか武道場や卓球場、部室、トイレ完備
○総事業費
　5 億 3173.4 万円
　（内訳）
　国 交 付 金：1 億 642.4 万円
　教育施設基金：2 億 2000 万円
　起　　　　債：1 億 7150 万円
　一 般 財 源：3381 万円
○施工者
　（設計・工事施工監理）　
　株式会社田中建築設計事務所
　（新築工事）
　岩永・佐藤・昭電社・古屋建設工事共同企業体
　[ 構成員 ]　㈱岩永組・㈱佐藤建設
                   ㈱昭電社・㈱古屋産業

▲落成式で校歌を斉唱する生徒ら。



離婚・相続・借金・交通事故・土地の境界 etc… ひとりで悩まずお気軽にご相談ください。

受付時間：平日１０時～１７時（事前予約制）ＴＥＬ：０９６７－２２－５２２３

・一般 相談料  ３０分１０５０円
・『多重債務』の相談 は 無料 地域の法律事務所として設立された公設事務所です。

阿蘇ひまわり基金法律事務所

熊本県弁護士会所属　弁護士　関塚 明子（せきづか　あきこ）

〒869-2612　阿蘇市一の宮町宮地2005-8-203（阿蘇市商工会一の宮支所となり）
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阿
蘇
の
玄
関
口
に
新
た
な
名
所

‐
阿
蘇
駅
前
に
噴
水
広
場
が
完
成
‐

阿
蘇
の
玄
関
口
で
あ
る
阿
蘇
駅
周
辺
に
、
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
る
「
阿
蘇
駅
前
噴
水
広
場
」

を
整
備
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
噴
水
広
場
と
し
て
、阿
蘇
市
の
新
名
所
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

広
告

地域の皆様の癒しの空間の確保や交流の促進を図るとともに、
災害時の一時避難場所としての防災機能も備えた噴水広場です。

国内初の特殊な噴水！
　�広場内の直径８ｍの噴水。噴水の特徴は、国内で初となる特
殊なノズルを採用しており、吹き上げられた水の塊はクラゲ
のように広がって落下します。花火のように広がる演出も採
用しており、夜間は様々な色の発光ダイオード（ＬＥＤ）で
照らされ、噴水演出をお楽しみいただけます。

※ 演出は１日に約 20 回程度（１回約５分）行う計画ですが、季節や天候
によりショーの内容及び回数を変更する場合があります。

防災設備としても活用！
　�広場の地下には地域の防
火用水として利用できる
耐震性の貯水槽（100㌧）
やベンチの座面を外して
テントで囲むとトイレに
なる防災トイレを整備し
ています。
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学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題
「
あ
り
が
と
う
、
我
が
母
校
。」

地
域
と
共
に
愛
さ
れ
て
き
た
小
学
校
の
歴
史
に
幕
。

３
校
そ
れ
ぞ
れ
で
閉
校
式
典

碧
水
・
乙
姫
・
中
通
小
が
閉
校

　
学
校
規
模
適
正
化
に
伴
い
、
平
成
24
年
度
を
も
っ

て
閉
校
と
な
る
碧
水
・
乙
姫
・
中
通
小
学
校
で
、
閉

校
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
式
典
に
は
、
在
校
生
を
は
じ
め
保
護
者
や
卒
業

生
、
地
域
の
方
々
等
多
く
の
方
が
出
席
。
そ
れ
ぞ
れ

の
学
校
で
思
い
出
を
振
り
返
る
セ
レ
モ
ニ
ー
等
が
行

わ
れ
、
地
域
と
共
に
愛
さ
れ
て
き
た
母
校
に
別
れ
を

告
げ
ま
し
た
。

　
４
月
か
ら
は
、
碧
水
小
校
舎
に
碧
水
小
と
乙
姫
小

が
統
合
し
新
た
に
阿
蘇
小
学
校
と
し
て
、
ま
た
、
中

通
小
学
校
は
宮
地
小
学
校
と
先
行
統
合
し
て
新
た
に

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

【
学
校
規
模
適
正
化
基
本
計
画
】　

　
少
子
化
に
よ
る
学
校
小
規
模
化
の
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
阿
蘇
市
学
校
規
模
適
正
化
審
議
会
に
よ
る

諮
問
等
を
経
て
策
定
さ
れ
た
基
本
計
画
。
平
成
21
年

度
か
ら
平
成
30
年
度
の
10
年
間
で
、
小
学
校
を
４
校

に
、
中
学
校
を
３
校
に
再
編
し
て
い
く
こ
と
を
最
終

目
標
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
旧
阿
蘇
中
学
校
と
阿

蘇
北
中
学
校
が
統
合
し
、
阿
蘇
中
学
校
と
し
て
開
校

し
て
い
ま
す
。

碧水小学校 創立：１３８年　卒業生総数：10,766 人

明治　６年　竹原の旧寺子屋跡に積善学舎が建つ
昭和１６年　国民学校令施行により「碧水国民学校」と改称する
昭和２２年　学制改革に伴い「黒川村立碧水小学校」と改称する
昭和２９年　町村合併により、「阿蘇町立碧水小学校」と改称する
昭和５０年　創立１００周年記念式典を挙行する
昭和５７年　校舎建築工事（第１期）が落成、２期は昭和 58 年完成
昭和５９年　プール工事が落成する
平成１７年　阿蘇市立役犬原小学校と統合する

乙姫小学校 創立：１２３年　卒業生総数：2,730 人

明治　６年　永草・乙姫を合併して永草に小学校を創立する
明治２３年　分離して、中谷に乙姫小学校を創立する
昭和１１年　校舎新築落成　講堂模様替竣工式挙行
昭和１６年　国民学校令施行により「乙姫国民学校」と改称する
昭和２２年　学制改革に伴い「黒川村立乙姫小学校」と改称する
昭和２９年　町村合併により、阿蘇町立乙姫小学校と改称する
昭和５８年　火山岩石園が体育館西側に完成
平成　元年　新プール完成

中通小学校 創立：１４１年　卒業生総数：2,875 人

明治　４年　「阿蘇日新社」として下原真光寺跡に創立
明治１９年　教育令改正により宮地小学校支校となる
明治２３年　町村制実施により「中通小学校」として独立
昭和１６年　国民学校令施行により「中通国民学校」と改称する
昭和２２年　学制改革に伴い「中通村立中通小学校」と改称する
昭和２３年　新校舎落成、中通小ＰＴＡ結成
昭和４７年　体育館落成、ちり焼却炉設置
平成１２年　校舎大改修工事終了

学 校 沿 革

❶

❷

❸

①伝統芸能「虎舞」に力を入れてきた碧水小児童。４～６年生
による最後の虎舞を披露。　②乙姫小児童、地域の人たちによ
る校歌が体育館に響き渡りました。　③人権学習に積極的に取
り組んだ中通小。豪雨災害時のエピソードを題材にした人権劇
を披露。

2/23

3/2

3/3
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TOWN TOPICS

今
年
も
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
！

阿
蘇
に
春
を
告
げ
る

「
阿
蘇
の
火
ま
つ
り
」

　
阿
蘇
の
火
ま
つ
り
は
、
阿
蘇
郡
市
内
の
観
光
振
興
を

目
的
に
、「
阿
蘇
は
ひ
と
つ
」
を
合
言
葉
に
各
市
町
村

が
特
徴
を
生
か
し
た
様
々
な
催
し
の
総
称
で
、
昭
和
59

年
度
か
ら
続
く
、
阿
蘇
地
域
の
象
徴
的
な
イ
ベ
ン
ト
の

一
つ
で
す
。

　
今
年
も
阿
蘇
市
で
は
、
３
月
９
日
の
「
阿
蘇
の
大
火

文
字
焼
き
」
を
皮
切
り
に
、
そ
ば
の
手
打
ち
交
流
、
火

振
り
体
験
交
流
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、
県
内

外
か
ら
多
く
の
観
光
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

▲  古くから伝わる阿蘇の農耕祭事に、多くの観光客が
参加し火振りを体験。幻想的な光景が広がりました。

往生岳と本塚に灯された火文字が重なり、
大きな「炎」の文字が浮かび上がりました。

▲  小倉虎舞保存会による「虎舞」が披露され、『三段継ぎ』
が成功すると観客から大きな拍手が送られました。

大火文字焼きのステージイベント会場では、阿蘇な
らではのグルメやステージイベントを楽しむ家族連
れなどで賑わいました。（写真：秀岳館高校による伝
統芸能雅太鼓）

そばの手打ち体験交流

大阿蘇御神火太鼓

中江岩戸神楽
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学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題

地元小・中学校チームも参加
阿蘇市で熱戦！小・中学校女子バレーボール大会

阿蘇郡市女性農業委員ネットワーク活動
女性農業委員頑張ってます！

　阿蘇郡市の農業委員で組織する阿蘇郡市女性農業
委員ネットワーク（工藤千代美会長、14名）では、
農業の促進に向けて毎月、様々な活動を行っていま
す。2月 27 日には、冠婚葬祭などでお膳に出すま
んじゅうづくりを学ぼうと、跡ケ瀬公民館で料理教
室が開かれました。
　同ネットワークでは、これまで阿蘇地域の農業に
携わる独身男性の婚活支援を中心に活動。工藤会長
は「今後は女性ならではのスキルアップを図る活動
をしていきたい」と話されます。また、別の委員か
らは「阿蘇市の女性農業委員は江入委員一人だけな
ので、女性農業委員の登用を是非ともお願いしたい」
との声も聞かれました。

　子どもたちへの文化貢献を目的に講談社が実施す
る「全国訪問おはなし隊」が３月１１日、赤水保育
園と宮地保育園に訪れ、本の読み聞かせやキャラバ
ンカーによる読書を楽しみました。
　これは講談社が創業９０周年に合わせて展開して
いる事業で、子どもたちが本を楽しむきっかけをつ
くってもらおうと、１９９７年から全国各地を訪問
しています。
　宮地保育園では、園児たちがキャラバンカーに展
示された約５５０冊の中から思い思いの本を手に取
り、青空の下で本を広げて読書を楽しみました。

全国訪問おはなし隊が阿蘇市を訪れる
大好きな本がいっぱいだ！

体験入学で４月からの不安を解消
中学校ってどんなとこ？

　新入学を前に、小学６年生を対象にした体験入学
が各中学校で行われました。
　３月７日一の宮中で行われた体験会では、英語な
ど中学校の授業を実際に体験。昼食後は先輩たちが
実施している私語を発しない無言掃除を見学。オリ
エンテーションでは、生徒会の生徒が教壇に立ち学
校生活を紹介。手作りの楽しいゲームなども行い「中
学校はたくさんの友だちがいて楽しい所です！」と
アピールしました。
　中学生へのステップは思春期も含め大きな節目。
輝く未来を応援したいものです。

　第１５回全九州大阿蘇旗争奪中学生女子バレーボ
ール大会（阿蘇郡市バレーボール協会主催）が３月
２・３日、阿蘇体育館で行われ、今年も多くの選手
や関係者が参加し盛り上がりました。
　阿蘇市からは、阿蘇中と一の宮中が出場し、予選
３位以下のリーグで阿蘇中が２位に入りました。
　また、３月３日、第２２回大阿蘇旗少女バレーボ
ール大会（阿蘇市バレーボール協会主催）が一の宮
中学校など３ヶ所で行われ、阿蘇市の小学生４チー
ムを含む２４チームが出場。県外の選手と試合でき
る機会とあって皆一生懸命試合に挑みました。



スポーツ・文化面などで活躍した人、
表彰を受けた人を紹介します。輝く人 たち！
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テ
コ
ン
ド
ー
競
技
、
阿
蘇
市
の
選
手
躍
動
！

世
界
大
会
、
全
国
大
会
で
優
勝
！

　

近
年
の
テ
コ
ン
ド
ー
競

技
は
、
阿
蘇
市
出
身
選
手

の
活
躍
に
目
を
見
張
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

１
月
26
日
・
27
日
に
タ

イ
の
プ
ー
ケ
ッ
ト
で
開
催

さ
れ
た
第
１
回
プ
ー
ケ
ッ

ト
国
際
オ
ー
プ
ン
に
阿
蘇

市
か
ら
森
永
修
斗
さ
ん
（
宮

地
小
６
年
）
と
津
田
輝
史

朗
さ
ん
（
熊
本
総
合
医
療

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
１
年
、
一
の
宮
中
出
身
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

　

20
ヶ
国
か
ら
総
勢
１
５
０
０
人
が
参
加
し
た
本
大
会
で
、
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ス
に

出
場
し
た
森
永
さ
ん
が
、
決
勝
で
タ
イ
の
選
手
に
圧
勝
し
、
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

初
の
国
際
大
会
と
い
う
森
永
さ
ん
は
「
緊
張
し
た
が
、
い
つ
も
ど
お
り
の
動
き
を

心
掛
け
た
。
こ
れ
ま
で
優
勝
し
た
大
会
の
中
で
一
番
嬉
し
い
」
と
、
喜
び
を
噛
み

し
め
ま
し
た
。「
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
大
会
で
優
勝
し
て
、
日
本
代
表
に
な
り
た
い
」

と
、
新
た
な
夢
に
向
か
っ
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
一
般
-54
㌔
ク
ラ
ス

に
出
場
し
た
津
田
さ
ん
は
、
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た
が
国
際
大
会
の
大
舞
台

で
健
闘
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
24
日
に
東
京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
６
回
全
日
本
テ
コ
ン
ド
ー
選

手
権
大
会
に
津
田
ひ
か
る
さ
ん(

熊
本
学
園
大
学
２
年
・
阿
蘇
中
出
身)

と
西

村
純
さ
ん(

韓
国
豊
生
高
等
学
校
２
年
・
一
の
宮
中
出
身)

が
出
場
し
ま
し

た
。

　

出
場
枠
の
限
ら
れ
た
日
本
最
高
峰
の
舞
台
で
、
津
田
さ
ん
は
得
意
の
頭
へ

の
攻
撃
で
次
々
に
ポ
イ
ン
ト
を
獲
り
見
事
２
年
ぶ
り
の
優
勝
、
ま
た
、
西
村

さ
ん
は
初
出
場
な
が
ら
準
優
勝
と
い
う
見
事
な
成
績
を
収
め
ま
し
た
。

　

阿
蘇
市
で
は
テ
コ
ン
ド
ー
競
技
が
盛
ん
で
、
こ
れ
ま
で
に
も
多
く
の
有
力

選
手
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
テ
コ
ン
ド
ー
競
技
か
ら
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
全
国
児
童
作
品
展
（
書
写
の
部
）
で
見
事
「
入
選
」

内
牧
小
４
年　

本
田
楓
華
さ
ん

　

世
界
約
14
万
点
（
書
写
の
部
の
み
）
の
応
募
が
あ
っ
た
第
24
回
Ｍ
Ｏ
Ａ
美

術
館
全
国
児
童
作
品
展
で
、
内
牧
小

４
年
の
本
田
楓
華
さ
ん
が
、
見
事

「
入
選
（
50
点
）」
に
輝
き
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
は
静
岡
県
熱
海

市
に
あ
る
美
術
館
で
、
こ
の
作
品
展

は
、
国
内
で
屈
指
の
絵
画
・
書
写
コ

ン
ク
ー
ル
と
し
て
、
毎
年
国
内
外
か

ら
多
く
の
作
品
が
応
募
さ
れ
て
い

ま
す
。

全
国
大
会
出
場
お
め
で
と
う
！

第
14
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
３
月
30
日
～
、
埼
玉
県
）

石
田 

一
貴
さ
ん　
（
九
州
学
院
高
校
２
年
、
乙
姫
小
出
身
）

九
州
で
の
代
表
枠
（
６
枠
）
を
賭
け
て
、
各
県
代
表
16
チ
ー
ム
が
参
加
し

た
九
州
大
会
で
、
準
々
決
勝
で
敗
れ
た
も
の
の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま

し
た
。
石
田
さ
ん
は
ポ
ジ
シ
ョ
ン
：
セ
ン
タ
ー
で
プ
レ
ー
。
チ
ー
ム
の
中

心
選
手
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

第
37
回
全
国
高
等
学
校
選
抜
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会
（
３
月
22
日
～
、長
崎
県
）

山
本 

く
る
み
さ
ん　
（
翔
陽
高
校
２
年
、
一
の
宮
中
出
身
）

九
州
地
区
予
選
会
を
兼
ね
た
九
州
大
会
で
、
総
当
た
り
に
よ
る
団
体
戦
の

結
果
、
見
事
優
勝
し
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
主
将
と
し
て
出
場

し
た
全
国
大
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
順
位
と
な
る
第
３
位
と
い
う
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

▲世界大会に出場した津田さん（左）と森永さん。

※学年は、大会時のものです。

▲入賞作品
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学校や地域、各種団体などで行われた催しなどを紹介します まちの
話　題

生活研究グループが作って発表
阿蘇の懐かしいおやつを伝承したい

阿蘇市文化協会が「市民音楽祭」を開催
童謡でふるさと復興

　豪雨災害からの復興を祈願したイベント「阿蘇市
民音楽祭」が３月１６日、阿蘇体育館で行われ、約
５００人もの観客で盛り上がりました。
　豪雨災害で文化祭が出来なかった阿蘇市文化協会
（小嶋維男会長）の皆さんがその代わりにと一生懸
命準備された音楽祭で、熊本県を代表する歌手の大
庭照子さんや童謡デュオ「みま～ゆ」、プチＤｏｙ
ｏ組が出演し、２時間にわたり童謡やダンスが披露
されました。会場の観客も一緒に歌って心を癒され
た様子でした。
　最後に、大庭照子さんが挨拶され「阿蘇市の方は
心温かな方ばかりで、阿蘇市が大好きになった。き
っと復興できます！」と熱いエールを贈られました。

～第8回阿蘇市民スポレクフェア～
スポーツを通して市民交流熊本ゴールデンラークス野球教室

一流選手の野球技術を学ぼう！

　熊本県社会人野球（企業）チームによる野球教室
が 3月 3日、一の宮運動公園で行われました。
　当日は天候にも恵まれ、中学校２チーム、学童６
チームから合計９１名が参加し、ゴールデンラーク
スの選手からストレッチや守備、バッティングと野
球の最前線の技術を習いました。また、選手による
デモンストレーションが行われると、子どもたちは
技術の高さに驚いていました。
　最後に、学童クラブ「阿蘇西イーグルス」の橋本
拓斗さんが「今回習ったことを、試合で生かしたい」
と挨拶し、選手に感謝の気持ちを述べました。

　阿蘇地域振興局が主催した「第３回阿蘇ふるさと
食の文化祭」が３月１３日、サンクラウン大阿蘇で
行われ、阿蘇郡市の生活研究グループや、くまもと
ふるさと食の名人の皆さんが集いました。
　会場には、各生活研究グループが朝からこしらえ
た１４品目の阿蘇の懐かしいおやつが並べられ、代
表者が、作り方や若い世代にも好まれるアレンジの
方法などを発表し、ふるさとのおやつの伝承に努め
ました。
　阿蘇市からは、大和ふゆ子さん（米の粉の蒸しカ
ステラ）、後藤栄子さん（ぢり焼き）、八木イス子さ
ん（牛乳餅）が発表されました。

「今年も盛り上がりました
！」

　第８回阿蘇市民スポレクフェアが３月１７日阿蘇
体育館で開催され、約 120 名の市民の皆さんに参
加いただきました。
　また、準備体操時には、骨盤矯正とシンメトリー
整顔セラピスト横田愛美氏を招き骨盤エクササイズ
の体験もあり、手軽にできる体操として喜ばれました。

【ふらばーるバレーボールの部優勝】
阿蘇温泉病院Ｂ

【ショートテニスの部優勝】
ビューティーペア

文化協会もステージに上がっての
フィナーレの様子。

おやつの説明をする大和さん。
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　「お茶ごっこ」を通して礼儀作法を身につけ感謝
の心を育てようと３月６日、りんどう保育園で卒園
を前にした年長児によるお別れ野点会が行われまし
た。
　このお別れ野点は、昭和５２年から毎年実施して
いる同園の恒例行事で、年長児が１年間かけて稽古
をした成果を発表するもので、今年も年中児と保護
者を招き行われました。
　年長児２３人は、緊張しながらも正座をして丁寧
にお茶を点て、保護者らに「お茶をどうぞ」と、自
ら点てたお茶と和菓子を振る舞いました。保護者は
成長した子供たちの姿に目を細めていました。

りんどう保育園「お別れ野点」
お茶の精神で心を鍛える

　地域の交流拠点（縁がわづくり事業）として元黒
川で開設している「くつろぎの里・山色美」（西岡
ヤス子代表）で３月１日、雛まつりの催しが行われ
ました。
　山色美は西岡さんの自宅を活用して毎週一度楽し
い催しが行われています。この日は部屋いっぱいに
雛人形や手作り工芸が華やかに飾りつけられ、桃の
節句料理も添えられ、参加した人たちは、歌を歌う
などして懐かしい日本の行事を楽しみました。なお、
「くつろぎの里・山色美」は毎週水曜に地域交流の
場を開設しています、ご利用ください。
☎ 090-3073-5671（西岡まで）

毎週水曜に交流の場を開設
「くつろぎの里・山色美」で雛まつり

　佐賀県立唐津工業高等学校建築科の生徒４１人が
３月４日、高田、東池尻・池尻応急仮設住宅を訪
ね、自分たちが実習や放課後を利用して作製した縁
台（幅 50cm、奥行き 37cm）を贈呈しました。
　スギ材を使った縁台は、入居世帯数に合わせて
４８脚が作製され、被災地との縁を結ぶという思い
も込めて、これまで東日本震災の被災地などにも届
けられています。
　縁台それぞれには、被災者の心を和ませる花の絵
や「応援しています」「復興祈願」「スマイル」など、
励ましの言葉が生徒自らの言葉で記されています。
　贈呈には、生徒代表がそれぞれの仮設住宅住民代表
に目録を手渡し、生徒の手で入居者宅へ配布しました。

唐津工業高校生徒の生徒が縁台を贈呈
被災者へ思いを込めて

行政相談委員に総務大臣感謝状
永年の行政相談制度の発展に尽力

　行政相談委員を長きにわたり務められた佐藤隆昭
さん（町 2区）の退任に伴い、総務大臣より行政
相談制度の発展に尽力したことを称え感謝状が贈ら
れました。
　９期１７年間務められた佐藤さんは、在任中に全
国行政相談委員連合協議会長表彰も受けるなど、こ
れまで大変多くの国、県、市などへの意見や要望、
苦情などの相談に応じ、解決に向け尽力されました。
　昨年１２月７日、市役所にて総務省熊本行政評価
事務所の上村司所長から佐藤さんに感謝状が手渡さ
れました。
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市
民
の
皆
さ
ま
へ
、
大
事
な
お
知
ら
せ
や
制

度
な
ど
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
お
問

い
合
わ
せ
は
各
担
当
課
ま
で
お
気
軽
に
ど
う

ぞ
。
（
お
は
お
知
ら
せ
端
末
の
番
号
）
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阿蘇市民カード（印鑑登録証）の紛失が増えています
●市民課 戸籍係 　☎２２‐３１３５　 お５５‐３１３５

印
鑑
登
録
証
明
書
は
相

続
や
土
地
の
売
買
な

ど
重
要
な
契
約
の
際
に
実
印

の
証
明
と
し
て
添
付
す
る
こ

と
が
多
く
、
悪
用
さ
れ
る
と

財
産
の
損
失
と
い
っ
た
重
大

な
問
題
に
つ
な
が
り
か
ね
ま

せ
ん
。阿
蘇
市
民
カ
ー
ド（
印

鑑
登
録
証
）
の
管
理
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

阿
蘇
市
民
カ
ー
ド
（
印
鑑

登
録
証
）
を
紛
失
し
た
場

合
、
印
鑑
証
明
書
の
交
付
は

で
き
ま
せ
ん
。
取
得
す
る
た

め
に
は
、
阿
蘇
市
民
カ
ー
ド

（
印
鑑
登
録
証
）
の
再
交
付

が
必
要
で
す
が
、
交
付
に
は

数
日
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
日
数
に
余
裕
を
も

っ
て
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

阿蘇市民カード（印鑑登録証）交付手続きフロー図

登録する本人が窓口に来れますか？

はい いいえ

本人申請 代理人申請

顔写真付きの官公署証明を持参していますか？
※免許証・住基カード・パスポート等

はい いいえ

阿蘇市に印鑑登録した
保証人がいますか？

はい いいえ

【即日交付はできません】
郵便による本人確認が
法律により義務付けら
れています。

申請後、本人住所
地に送付した照会
書・回答書をご持
参ください。

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
印鑑登録の方法

Ａ
即日印鑑登録可
即日自動交付機暗証番号設定可

登録する印鑑・顔写真付きの官公署発行の証明書（免許証・
住基カード・パスポート等）を持参ください。※健康保険
証や診療カードなどでは登録できません。

Ｂ
即日印鑑登録可
即日自動交付機暗証番号設定可

登録者本人及び阿蘇市に印鑑登録した方（保証人）２人で
窓口にお越しください。本人は登録する印鑑を持参くださ
い。保証人は、印鑑登録した実印を持参ください。

Ｃ
即日印鑑登録不可
即日自動交付機暗証番号設定不可
※ 郵送による本人確認が必要で

す。印鑑登録に数日かかります。

登録する印鑑を持参ください。即日の印鑑登録はできませ
ん。郵便による照会書（回答書）を住民登録地へ送付しま
すので、本人の回答書を後日持参して、印鑑登録できます。

Ｄ
即日印鑑登録不可
自動交付機暗証番号設定申請不可
※ 郵送による本人確認が必要で

す。印鑑登録に数日かかります。

代理人の方は、本人の登録する印鑑及び、代理人の認印を
持参ください。即日の印鑑登録はできません。郵便による
照会書（回答書）を住民登録地へ送付しますので、本人の
回答書を後日持参して、印鑑登録できます。

◆◆◆◆◆◆◆ ◆◆◆◆◆◆◆

今月の「阿蘇ん子トーク！」はお休みします。
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狂犬病予防注射。５月１９日～２８日まで 各地を 巡回
●市民課 生活衛生係 　☎２２‐３１３５　 お５５‐３１３５

生
後
91
日
以
上
の
犬
に
つ
い
て

は
、
法
律
に
よ
り
居
住
す
る
市

町
村
に
登
録
の
届
け
出
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
飼
い
主
が
変
わ
っ
た
場

合
、
犬
が
死
亡
し
た
時
な
ど
も
手
続
き

が
必
要
に
な

り
ま
す
。
ま

た
、
狂
犬
病

の
予
防
注
射

を
毎
年
一
回

受
け
さ
せ
な

け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

（　登録し注射する犬　）
６，０００円

（ すでに登録済みの犬  ）
３，０００円

登録料 ３，０００円
注射代 ２，５００円

注射済票代 ５００円

料　金

期日 時間 実施場所 主な地区

５
月
19
日 

日

午
前

9：00～10：00 阿蘇小学校体育館前駐車場 坊中
10：15～11：15 乙姫公民館 乙姫
11：25～11：45 口の森公民館 口の森

午
後

1：00～1：50 赤水公民館 赤水
2：10～3：00 内牧保育園横駐車場 内牧
3：10～3：30 内牧１区公民館 内牧１区

５
月
20
日 

月

午
前

9：00～9：20 道尻地域学習センター 道尻
9：30～9：50 下役犬原公民館 下役犬原
10：00～10：20 コミュニティーセンター 上役犬原
10：30～10：50 西町公民館 西町
11：00～11：20 竹原公民館 竹原
11：30～11：50 蔵原天神山（防火水槽前） 蔵原

午
後

1：00～1：20 黒川牧野組合事務所 東黒川
1：30～1：50 南黒川公民館 南黒川
2：00～2：30 ＪＡ阿蘇黒川支所北側倉庫 元黒川
2：40～3：00 北黒川公民館 北黒川
3：10～3：30 浜神社 上西黒川
3：40～4：00 下西黒川公民館 下西黒川

５
月
21
日 

火

午
前

9：00～�9：20 狩尾１区公民館 狩尾１区
9：30～9：50 狩尾２区公民館 狩尾２区
10：00～10：20 産神社 狩尾３区
10：30～10：50 跡ケ瀬コミュニティーセンター 跡ケ瀬
11：00～11：20 お茶屋跡駐車場 的石
11：30～11：50 車帰公民館 車帰

午
後

1：00～1：30 枳公民館 枳
1：40～2：１0 永草公民館 永草
2：20～2：40 下谷公民館

乙姫
2：50～3：10 中谷公民館
3：20～3：40 阿蘇ハイランドテニスクラブハウス北側駐車場 乙姫ﾍﾟﾝｼｮﾝ村

５
月
22
日 

水

午
前

9：00～9：20 下の原公民館 下の原・新村
9：30～9：50 小野田町公民館 小野田町

10：00～10：20 阿蘇市地域水田農業推進協議会�
（旧ＪＡ阿蘇東部支所） 本村

10：30～10：50 鷲の石公民館 鷲の石
11：00～11：20 原の口公民館 原の口
11：30～11：50 山田公民館 山田

午
後

1：00～1：20 小倉公民館 小倉
1：30～1：50 西小倉公民館 西小倉
2：00～2：20 小池公民館 小池
2：30～2：50 宮の森公園 今町・黒流町
3：00～3：40 成川集会所 成川
3：50～4：10 黒川千丁公民館 黒川千丁
4：20～4：40 浜川公民館 浜川

期日 時間 実施場所 主な地区

５
月
23
日 

木

午
前

9：00～9：20 南宮原公民館 南宮原
9：30～9：50 湯浦公民館 湯浦
10：00～10：20 西湯浦公民館 西湯浦
10：30～10：50 西小園公民館 西小園
11：00～11：30 内牧５区公民館

内牧５区
11：40～12：00 下り山水源公園

午
後

1：00～1：20 折戸コミュニティーセンター 折戸
1：30～1：50 成瀬建設資材庫前 宇土
2：40～3：00 深葉集会所 深葉
3：30～3：50 茗ケ原 茗ケ原

５
月
24
日 

金

午
前

9：30～9：40 坂の上ﾊﾞｽ停南側 坂の上
9：50～10：10 スズラン公園 長畑
10：20～10：35 横堀集会所 横堀
10：45～11：05 遊雀集会所 遊雀
11：15～11：30 佐渡ケ迫バス停 中道
11：40～11：50 立塚集会所 立塚

午
後

1：00～1：30 波野駅前広場 大道
1：40～2：00 滝水駅前 滝水
2：10～2：30 中江ふれあい館 中江
2：40～3：00 仁田水集会所 仁田水

５
月
26
日 

日

午
前

9：00～9：40 波野支所駐車場 楢木野
9：50～10：10 赤仁田集会所 赤仁田
10：20～10：40 小園集会場 小園
10：50～11：10 小地野集会所 小地野
11：20～11：40 笹倉スクールバス停留所 笹倉

午
後

1：00～1：50 坂梨公民館 坂梨
2：00～2：50 一の宮社会教育センター

宮地
3：00～3：50 阿蘇市役所本庁駐車場

５
月
27
日 
月

午
前

9：00～9：30 坂梨古閑公民館
坂梨9：40～10：00 馬場公民館

10：10～10：40 坂梨小学校前
10：50～11：20 分区公民館

宮地

11：30～11：50 西古神団地前公園

午
後

1：00～1：20 柿の木公民館
1：30～2：00 商工会駐車場
2：10～2：30 西三区公民館
2：40～3：00 阿蘇神社北側九電跡地
3：10～3：30 塩塚公民館 塩塚
3：40～4：00 下西河原公民館 中通

５
月
28
日 

火

午
前

9：00～9：20 原口公民館
中通9：30～9：50 中通公民館

10：00～10：20 片隅公民館
10：30～10：50 古城６区公民館

手野11：00～11：20 屋敷バス停横
11：30～11：50 古城公民館

午
後

1：00～1：20 日吉神社前

北坂梨・三野
1：30～1：50 古城２区公民館
2：00～2：20 阿蘇品消防倉庫前
2：30～2：50 ＪＡ古城支所跡
3：20～3：40 荻の草公民館

荻の草
3：50～4：10 第二荻の草橋

※ 全ての会場で予防注射を受ける事が出来ます。都合の良
い場所へお越しください。

※ 動物病院や獣医師へ直接依頼することもできます。その
場合、獣医師からの注射済証明書を市役所に持参し、注
射済票代及び注射代を納付する手続きが必要になります。

【狂犬病予防注射スケジュール】



塗防
-お見積・調査　無料-

塗装（屋根・壁・破風板・軒天・塀・建具・他）
防水（雨漏れ調査・屋上・ﾍﾞﾗﾝﾀﾞ・ｺｰｷﾝｸﾞ・他）

もしもし装 水
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４月１日から育成医療・養育医療の申請窓口が市町村になりました
（育成医療に関すること）  　●福祉課 総合福祉係 　☎２２‐３１６７　 お５５‐３１６７
（養育医療に関すること）　●一の宮保健センター 　☎２２‐５０８８　 お５５‐５０８８

育
成
医
療
・
養
育
医
療
の
事
務
が
県
か
ら
市
町

村
に
移
譲
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
４
月
１
日

か
ら
申
請
窓
口
が
市
町
村
に
変
わ
り
ま
し
た
。

■ 

育
成
医
療
と
は
…
身
体
に
障
が
い
の
あ
る
児
童

（
18
歳
未
満
）
に
対
し
生
活
の
能
力
を
得
る
た
め

に
必
要
な
医
療
の
給
付
を
行
う
も
の
で
す
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類

▼
自
立
支
援
医
療
費(

育
成
医
療)

支
給
認
定
申
請
書

▼ 

自
立
支
援
医
療
費(

育
成
医
療)

意
見
書(

指
定

医
療
機
関
の
医
師
が
記
入)

▼ 

健
康
保
険
証
の
写
し(
被
保
険
者
及
び
児
童
が
確

認
で
き
る
も
の)

▼ 

課
税
証
明
書
（
阿
蘇
市
で
申
告
さ
れ
て
い
な
い
方

の
み
）

●
申
請
窓
口　
福
祉
課
及
び
各
支
所
市
民
係

　

※
治
療
開
始
日
以
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

■ 

養
育
医
療
と
は
…
未
熟
児
（
出
生
時
体
重

２
０
０
０
ｇ
以
下
、ま
た
は
要
件
を
満
た
す
も
の
）

で
医
師
が
入
院
養
育
を
必
要
と
認
め
た
も
の
に
対

す
る
医
療
の
給
付
で
す
。

●
申
請
に
必
要
な
書
類

▼
養
育
医
療
給
付
申
請
書

▼
養
育
医
療
意
見
書（
指
定
医
療
機
関
の
医
師
が
記
入
）

▼
世
帯
調
書　

▼
課
税
証
明
書

●
申
請
窓
口　
一
の
宮
保
健
セ
ン
タ
ー

※ 

未
熟
児
訪
問
指
導
事
業
も
市
町
村
が
実
施
主
体
に

な
り
ま
す
の
で
、
保
健
師
が
訪
問
し
ま
す
。

国 民 年 金 学 生 納 付 特 例 制 度 を ご 存 知 で す か？
●ほけん課 国保・年金係 　☎２２‐３１４５　 お５５‐３１４５

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、
所
得
が
無
い

学
生
の
方
が
、
将
来
、
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、
不
慮

の
事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し
ま
っ
た

場
合
に
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
等
を
防
止
す
る
た
め
、

ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　

学
生
納
付
特
例
は
ご
本
人
の
所
得
の
み
で

判
定
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
世
帯
主
の
所

得
に
関
係
な
く
、
本
人
の
所
得
が
な
い
場
合

は
学
生
納
付
特
例
の
対
象
と
な
り
ま
す
（
一

部
対
象
外
と
な
る
学
校
等
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

学
生
納
付
特
例
を
受
け
た
期

間
は
、
将
来
受
け
る
年
金
の

受
給
資
格
期
間
に
算
入
さ
れ

ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
学
生
納
付
特
例
が
承
認
さ
れ
た
期
間
の
保

険
料
は
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、
古
い
期
間

か
ら
順
に
納
付
が
可
能
で
す
。（
た
だ
し
、

承
認
を
受
け
た
年
度
の
翌
年
度
か
ら
起
算
し

て
、
３
年
度
目
以
降
は
、
当
時
の
保
険
料
に

一
定
の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。）

広
告

注
意
！
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地 下 水 の 採 取 に は 許 可・ 届 出 が 必 要 で す
●住環境課 都市・環境係 　☎２２‐３１６９　 お５５‐３１６９

市
で
は
、
阿
蘇
市
地
下
水
保
全
条
例
を

定
め
、
地
域
共
有
の
貴
重
な
資
源
で

あ
る
地
下
水
を
保
全
す
る
た
め
、
４
月
１
日

か
ら
揚
水
機
を
設
置
し
地
下
水
を
汲
み
上
げ

て
利
用
す
る
場
合
は
、
市
長
へ
の
届
出
又
は

許
可
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
地
下
水
の
採

取
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
、
住
環
境
課
ま

で
ご
相
談
下
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
と
な
る
井
戸

　

 

揚
水
機
の
吐
出
口
断
面
積
が
６
㎠
超
19
㎠

未
満
（
直
径
約
２
．
８
㎝
超
５
㎝
未
満
）

の
も
の

●
許
可
が
必
要
と
な
る
井
戸

　

 

揚
水
機
の
吐
出
口
断
面
積
が
19
㎠
（
直
径

約
５
㎝
）
を
超
え
る
も
の

■
注
意
事
項

▼�

右
記
に
関
わ
ら
ず
、
次
に
該
当
す
る
井
戸

は
届
出
や
許
可
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

①
農
業
の
か
ん
が
い
の
用
に
使
用
す
る
井
戸

②�

個
人
又
は
集
落
で
飲
用
及
び
生
活
雑
用
水

に
使
用
す
る
井
戸

▼
平
成
25
年�

３
月
31
日
時
点
で
、
届
出
や�

許

　

�

可
が
必
要
な
井
戸
を
利
用
さ
れ
て
い
る

個
人
及
び
事
業
所
に
つ
き
ま
し
て
は
、
届

出
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
速
や
か
に
届
出
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。（
届
出
期
間
：
９
月
末
日
ま
で
）

事 業 所 や 店 舗 等 の ご み の 出 し 方 を 再 確 認 し ま し ょ う！
●市民課 生活衛生係 　☎２２‐３１３５　 お５５‐３１３５

事
業
所
や
店
舗
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ

る
ご
み
は
、「
紙
」
や
「
生
ご
み
」

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
切
、
ご
み
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
に
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

事
業
活
動
に
伴
っ
て
、
事
務
所
や
店
舗

な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
廃
棄
物
（
事
業
系

ご
み
）
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
よ
り
、
事
業
者

自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正
に
処
理
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
事
業
者
の
責
務

　

事
業
者
に
は
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
に
努

め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
で
は
「
事

業
者
は
、
そ
の
事
業
活
動
に
伴
っ
て
生
じ

た
廃
棄
物
を
自
ら
の
責
任
に
お
い
て
適
正

に
処
理
し
、
ま
た
、
再
生
利
用
等
を
行
う

こ
と
に
よ
り
、
で
き
る
だ
け
減
量
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
適
切
な
分
別
を
進
め
資
源
の
有
効

活
用
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　

事
業
活
動
で
生
じ
た
廃
棄
物
は
す
べ
て

事
業
系
廃
棄
物
と
な
り
ま
す
。
廃
棄
物
に

よ
っ
て
、
処
理
（
収
集
・
処
分
）
の
ル
ー

ト
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
適
正
な
取
り
扱

い
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
特
に
爆
発

性
、
毒
性
、
感
染
性
な
ど
人
の
健
康
や
生

活
環
境
に
被
害
を
与
え
る
も
の
は
、
特
別

管
理
産
業
廃
棄
物
と
な
り
ま
す
。

　

事
業
者
が
自
ら
阿
蘇
広
域
行
政
組
合

（
大
阿
蘇
環
境
セ
ン
タ
ー
未
来
館
）
に
直

接
搬
入
す
る
か
、
事
業
系
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
会
社
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
収

集
運
搬
会
社
は
、
市
（
市
民
課
）
ま
た
は

大
阿
蘇
環
境
セ
ン
タ
ー
未
来
館
（
☎
２
４

‐
５
３
５
３
）
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
収
集
運
搬
料
金
は
業
者
に
直
接
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

廃
棄
物
の
区
分

廃棄物 家庭から出る廃棄物

事
業
所
か
ら
出
る
廃
棄
物

事
業
者
が
自
ら
の
責
任
で

処
理
す
べ
き
廃
棄
物

事業系ごみ
（事業系一般廃棄物）
事業活動に伴って発生する廃棄物の
うち、産業廃棄物に該当しないもの

※このページで分別対象としているもの

産業廃棄物
事業活動に伴って発生する廃棄物の
うち、法令で定められているもの
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４月から難病等の方々も「障がい福祉サービス等」の対象となりました
●福祉課 総合福祉係 　☎２２‐３１６７　 お５５‐３１６７

平
成
25
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
障
害
者

総
合
支
援
法
」
で
は
、
障
が
い
者
の
範

囲
に
難
病
等
の
方
々
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

※ 
対
象
と
な
る
方
々
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の

所
持
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
必
要
と
認
め
ら

れ
た
「
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
（
※
１

）」

の
受
給
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

● 

対
象
者　

対
象
疾
患
（
※
２

）
に
よ
る
障
が

い
が
あ
る
方
々
。

● 

手
続
き
方
法　
対
象
疾
患
に
罹
患
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
証
明
書
（
診
断
書
又
は
特
定

疾
患
医
療
受
給
者
証
等
）
を
、ご
持
参
の
上
、

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
後
、
障
害
程
度

区
分
の
認
定
や
支
給
認
定
等
の
手
続
き
を
経

て
、
必
要
と
認
め
ら
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
１
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
と
は
…

　

 

障
が
い
児
・
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
福
祉

サ
ー
ビ
ス
、
相
談
支
援
事
業
、
補
装
具
費
、
地
域

生
活
支
援
事
業
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
障
が
い
児
の

方
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
児
通
所
支
援
、
障
が
い

児
入
所
支
援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
２
対
象
疾
患
と
は
…

　

 

症
例
数
が
少
な
く
、
原
因
不
明
で
治
療
方
法
が
未

確
立
で
あ
り
、
生
活
面
で
長
期
に
わ
た
る
支
障
が

あ
る
難
病
疾
患
の
こ
と
で
、
難
治
性
疾
患
克
服
研

究
事
業
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
疾
患
と
な
り
ま
す
。

広
告

児 童 扶 養 手 当 及 び ひ と り 親 家 庭 等 医 療 費 助 成 制 度
●福祉課 子育て支援係 　☎２２‐３１６７　 お５５‐３１６７

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
父
ま
た
は
母
と
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家

庭
の
生
活
の
安
定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
す
る
た
め

支
給
さ
れ
る
制
度
で
す
。

※ 

所
得
制
限
が
あ
り
、
す
べ
て
の
方
が
受
給
で
き
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
支
給
要
件
】

●
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人

▼ 

児
童
を
監
護
し
て
い
る
母
、
ま
た
は
児
童
を
監
護

し
、
か
つ
生
計
を
同
じ
く
す
る
父

▼ 

児
童
を
父
ま
た
は
母
に
か
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る

人
※
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

　

 

18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で

に
あ
る
者
、
又
は
、
20
歳
未
満
の
者
で
心
身
に
障

害
の
あ
る
者
（
特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き

る
程
度
の
障
害
）

●
手
当
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

▼ 

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
、
ま
た
は
受
け
る
こ
と

が
で
き
る

▼ 

日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い

▼
児
童
を
監
護
し
て
い
な
い

▼
事
実
婚
の
場
合

※ 

同
居
や
定
期
的
な
訪
問
、
生
計
の
援
助
な
ど
の
実

態
が
あ
れ
ば
不
正
受
給
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
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安心を 毎年かくにん 健康診断　各種健診希望調査書の提出をお願いします！
●一の宮保健センター 　☎２２‐５０８８　 お５５‐５０８８

今
年
度
の
健
診
受
診
の
た
め
の
『
各
種
健

診
希
望
調
査
書
』
を
お
送
り
し
ま
す
。

健
診
希
望
状
況
を
も
と
に
、
問
診
票
や
採
尿
容

器
な
ど
の
健
診
セ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。

　

今
回
の
希
望
状
況
は
、
来
年
度
以
降
の
健
診

希
望
に
も
反
映
さ
れ
ま
す
の
で
、
希
望
調
査
書

を
提
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
と
て
も
大
事

に
な
り
ま
す
。

　

受
診
さ
れ
な
い
方
も
、
調
査
書
に
受
診
さ
れ

な
い
理
由
を
記
入
の
上
、
ご
返
送
（
提
出
）
く

だ
さ
い
。

●
提
出
期
限　
４
月
26
日
金
ま
で

※ 

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
子

宮
頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

検
診
は
、
無
料
ク
ー
ポ
ン
対
象
と
な
る
年
齢

も
あ
り
ま
す
の
で
、
各
ご
家
庭
へ
郵
送
す
る

お
知
ら
せ
を
よ
く
ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
任
意
予
防
接
種
の

ヒ
ブ
、
肺
炎
球
菌
、
子
宮

頸
が
ん
の
予
防
接
種
が
４
月
１
日

か
ら
定
期
予
防
接
種
に
変
わ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
が
、

接
種
月
齢
の
変
更
及
び
医
療
機
関

で
の
個
別
接
種
に
な
り
ま
す
。
受

け
も
れ
の
な
い
よ
う
に
接
種
く
だ

さ
い
。

●
対
象
者　
下
記
の
と
お
り

●
料
金　
無
料

●
持
参
物

▼
各
予
防
接
種
予
診
票

▼
母
子
手
帳

● 

人
数
が
混
み
合
う
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
事
前
に
下
記

の
医
療
機
関
に
電
話
予
約
を
し

て
受
け
て
く
だ
さ
い
。

● 

他
の
予
防
接
種
と
の
調
整
を
さ

れ
計
画

的
な
接

種
を
お

勧
め
し

ま
す
。

ヒブ 肺炎球菌 ＢＣＧ 子宮頸がん

効果等
ヘモフィルスインフルエ
ンザ菌ｂ型ワクチンのこ
と。細菌性髄膜炎を予防
します。

肺炎球菌は肺炎・細菌性
髄膜炎・中耳炎等いろい
ろな病気を起こす原因に
なるので、それを予防し
ます。

結核の予防

発がん性ＨＰＶ（ヒトパ
ピローマウィルス）の感
染から子宮頸がん全体の
６～７割の予防に効果的
といわれています。

対象 生後２カ月～５歳未満 生後２カ月～５歳未満 生後 5 か月～ 8 か月 中学１年～３年生の女子

接種回数

最大４回
【接種開始の年齢と回数】
・生後２～ 7 カ月未満

（4 回）
・生後７～ 12 ヵ月未満

（３回）
・満１歳～ 5 歳未満

（1 回のみ）
　

最大４回
【接種開始の年齢と回数】
・生後２～ 7 カ月未満

（4 回）
・生後７～ 12 ヵ月未満

（３回）
・満１歳

（２回）
・満２歳～ 5 歳未満

（1 回）

1 回 3 回
▶サーバリックスの場合
・ 1 回接種後、1 ～ 2 月

半後に 2 回目
・  1 回目から 5 ～ 12 カ

月後に 3 回目
▶ガーダシルの場合
・ 1 回接種後、1 カ月以

上あけて 2 回目
・ 2 回目から 3 カ月以上

あけて 3 回目
接種医療
機関 本誌 32 ページ下部に種類毎に記載していますのでご覧ください。

各 種 予 防 接 種 の 受 け 方 が 変 わ り ま す。 事 前 に ご 確 認 を！
●一の宮保健センター 　☎２２‐５０８８　 お５５‐５０８８

　　必要事項を記入の上、必ずご返送ください。

　郵便番号

　住　　　所

　

　世　帯　主

　

住

民

健

診

で

受

け

る

阿

蘇

市

内

の

医

療

機

関

で

受

け

る

超
音
波

マ

ン

モ

グ

ラ

フ

ィ
ー

（記入例）　　阿蘇太郎
昭和40年1月26日

　　　　　 　　1234567

　

×が１つでもある場合は、受けない理由に○をつけてください
１．職場で受ける　　　　　２．病院で受ける　　　　　３．人間ドックで受ける　　　　　４．入院・施設入所中

５．寝たきり　　　　　　　６．妊娠中　　　　　　　　７．長期不在　　　　　　　　　　　８．その他

☆提出期限…平成25年４月26日

☆提出方法…同封の封筒にて返送、または阿蘇市一の宮保健センター・内牧支所にご提出下さい。

　　　　　　　　　波野地区のかたは、地区の健康づくり推進員さんにご提出ください。

受診希望時期を

お選び下さい

希望される健診の欄に○印、希望されない項目には×をつけて下さい。

乳
が
ん
検
診

才
代
健
康
診
査

　
腹
部
超
音
波
検
診

　
大
腸
が
ん
検
診

健　康　保　険　に　関　係　な　く　受　診　で　き　ま　す

特
定

健
康
診
査

　
胃
が
ん
検
診

平成２５年度　各種健診希望調査書

対象外○

30

対象外対象外 ○○

国保

　
　
　　　　　　　　検診名

　名前
　生年月日
　住民番号

× 対象外

　
子
宮
が
ん
検
診

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

　
前
立
腺
が
ん
検
診

○ ○

　
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン

○ ×

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診

対象外○ 対象外

夏

（八
月
頃

）

秋

（十

一

月

）

1
記入漏れ等の連絡先として電話番号を
必ず記入して下さい。

℡ － －

2

３

▶
ピ
ン
ク
色
の
調
査
書
を
配
布
し
ま
す
。
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※保険料の上限額は年額55万円です。

条件
【世帯（被保険者と世帯主）の総所得金額等】

軽減率
【保険料均等割額】

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯で、被保険者全員の年
金収入の控除額をそれぞれ 80 万円として計算したうえで所得が
0 円となる場合

「基礎控除額（33 万円）」を超えない世帯

「基礎控除額（33 万円）」＋「24.5 万円×世帯の被保険者数（被
保険者である世帯主を除く）」を超えない世帯

「基礎控除額（33 万円）」＋「35 万円×世帯の被保険者数」を超
えない世帯

９割

８.５割

５割

２割

▶保険料の均等割額（被保険者全員が等しく負担する保険料）の軽減

条件
【被保険者の総所得金額等】

軽減率
【保険料所得割額】

「基礎控除（３３万円）」＋５８万円を超えない方

▶保険料の所得割額（所得に応じて負担する保険料）の軽減

▶被用者保険加入者に扶養されていた方の軽減
被用者保険加入者に扶養されていた方も、保険料が軽減されます。特別措置として、
当分の間は保険料の均等割額が９割軽減されます（所得割額はかかりません）。
対象となる方…資格を得た日の前日まで、被用者保険加入者に扶養されていた方

高 齢 者 医 療 等 に 関 す る 各 種 お 知 ら せ
●ほけん課 　☎２２‐３１４５　 お５５‐３１４５

保
険
料
率
と
軽
減
措
置

１■
平
成
25
年
度
の
保
険
料
率　

 
　

 　
熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
２
年
ご
と
の

保
険
料
率
の
見
直
し
を
し
て

い
ま
す
が
、
今
年
度
は
平
成

24
年
度
と
同
率
で
す
。

均等割額
47,900円

＋
所得割額

（総所得金額等－33万円）
× 所得割率

9.26%

＝ 保険料
（年額）

■ 

平
成
25
年
度
も
保
険
料
軽
減
は
継
続
し
ま
す　
所
得
が
低
い
方
や
被
用

者
保
険
加
入
者
（
※
）
に
扶
養
さ
れ
て
い
た
方
の
保
険
料
は
、
継
続
し

て
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※ 

被
用
者
保
険
と
は
、
協
会
け
ん
ぽ
、
健
保
組
合
、
共
済
組
合
の
加
入
者

な
ど
で
す
。

*総所得金額等の計算には、専従者控除、譲渡所得の特別控除は適用されません。

市政情報掲示板

５割

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
を

お
持
ち
の
方
は
年
間
（
４
月
か

ら
３
月
ま
で
の
間
）
10
枚
（
１
回
の
申

請
で
５
枚
ま
で
）
の
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
券
の
交
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
１
回
の
施
術
で
１
枚
提
出
し
て
い
た

だ
く
と
千
円
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
必
要
な
方
は
、
保
険
証
、
印
鑑
を
持

参
の
上
、
市
役
所
又
は
各
支
所
に
て
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

保
険
料
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
交
付

枚
数
を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼�

施
設
利
用
券
は
本
人
以
外
利
用
で
き

ま
せ
ん
（
家
族
で
あ
っ
て
も
券
を
譲

渡
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
）

▼�

利
用
で
き
る
施
設
は
阿
蘇
市
が
指

定
し
て
い
る
市
内
18
の
施
設
で
す
。

（
詳
し
く
は
ほ
け
ん
課
（
☎
２
２
‐

３
１
４
５
）
ま
で
お
尋
ね
下
さ
い
）

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

鍼
き
ゅ
う
等
施
設

利
用
券
（
千
円
助
成
）

２



保
険
料
は
、
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
又
は
普

通
徴
収
（
納
付
書
又
は
口
座
振
替
）
に
よ
り
お

支
払
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
本
年
度
の
保
険
料
の
お

支
払
い
方
法
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▼�

特
別
徴
収
の
方　
４
月
か
ら
年
金
天
引
き
に
よ
り
保

険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。（
※ 

　
申 

し
出
に
よ
り
口
座
振
替
へ
変
更
す
る
こ
と
が

　
で
き
ま
す
。）

▼�

普
通
徴
収
の
方　
７
月
か
ら
納
付
書
又
は
口
座
振
替

に
よ
り
保
険
料
を
お
支
払
い
い
た
だ
き
ま
す
。

　
現
在
普
通
徴
収
の
方
（
年
金
受
給
額
が
年
間
18
万
円

未
満
の
方
を
除
く
）
で
、
平
成
24
年
４
月
２
日
～
10
月

１
日
ま
で
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
、
４

月
か
ら
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す
。

 　
平
成
24
年
10
月
２
日
～
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に

75
歳
に
な
ら
れ
た
方
は
、
７
～
９
月
は
普
通
徴
収
と
な

り
、
10
月
以
降
は
特
別
徴
収
に
よ
り
保
険
料
を
お
支
払

い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
条
件
に
よ
り
特
別
徴
収
さ
れ
な
い
場
合
あ
り
。

▼�

保
険
料
を
特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
に
よ
り
お
支

払
い
い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
申
し
出
に
よ
り
、
保

険
料
を
口
座
振
替
で
の
納
付
へ
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼�

過
去
に
遡
っ
て
所
得
が
変
更
と
な
る
場
合
、
過
去
の

保
険
料
や
一
部
負
担
金
の
額
が
変
更
と
な
り
、
差
額

分
の
納
付
書
が
届
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

お
支
払
い
方
法
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平
成
24
年
度
第
10
期
分
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
税

を
全
て
納
付
い
た
だ
い
た
世
帯
に
は
、
３
月
末

に
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を
郵
送
し
ま
し
た
。
３

月
以
降
に
完
納
い
た
だ
い
た
世
帯
は
、
納
付
の
確
認
に

時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
納
付
書
を
持

っ
て
窓
口
に
来
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
即
時
交
付
し
ま
す
。

ジェネリック医薬品とは、先発医薬品と同じ有効成分、同等
の効果を持ち、厚生労働省が承認した医薬品です。

▶�なぜ安いの？　先発医薬品（新薬）の特許が切れてから作られ
た薬なので開発コストを安く抑えることができています。
▶�安全なの？　さまざまな品質や安全性についてしっかりとした
検査が行われています。ただし、新薬とまったくおなじ成分と
いうわけではありません。
▶�ジェネリック医薬品を使うにはどうしたらいいの？　
　�ジェネリック医薬品を利用するには医師の処方せんが必要で
す。まずはかかりつけの医師や薬局の薬剤師に相談して下さい。
　すべての薬をジェネリック医薬品にかえることはできません。
　�ジェネリック医薬品として対応していない場合や、医療機関や
薬局に在庫が無い場合、医師の判断により先発医薬品からジェ
ネリック医薬品に変更できない場合があります。

ジェネリック医薬品の利用をおすすめします

３

外
来
窓
口
で
の
支
払
い
は

自
己
負
担
限
度
額
ま
で

４外
来
診
療
費
が
高
額
に
な
る
『
国
保
の
70

歳
未
満
の
方
、
70
歳
以
上
の
非
課
税
世

帯
の
方
』
及
び
『
後
期
高
齢
者
医
療
の
非
課
税

世
帯
の
方
』
は
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
自

己
負
担
限
度
額
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
「
限
度

額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証
」
及
び
「
被
保
険
者
証
」
を
提

示
す
れ
ば
、
保
険
診
療
分
の
限
度
額
を
超
え
る

分
を
支
払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
お
持
ち
で

な
い
方
は
左
記
ま
で
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
申
請
先

　
 

本
庁
ほ
け
ん
課
、
各
支
所
市
民
係

● 
そ
の
他　
平
成
25
年
３
月
31
日
以
前
に
交
付

さ
れ
た｢

限
度
額
適
用
認
定
証｣

｢

限
度
額

適
用
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証｣

は
記
載

さ
れ
て
い

る
期
限
ま

で
使
用
す

る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
を

郵
送
し
ま
し
た

５

市政情報掲示板
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フ ッ 素 塗 布 で 虫 歯 を 予 防 し ま し ょ う！
●一の宮保健センター 　☎２２‐５０８８　 お５５‐５０８８

フ
ッ
素
は
自
然
界
（
土
や
食
べ
物

に
も
入
っ
て
い
ま
す
）
に
も
あ

り
、
は
み
が
き
粉
に
入
っ
て
い
る
も
の

が
あ
る
よ
う
に
、
む
し
歯
に
な
り
に
く

い
強
い
歯
を
作
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
フ
ッ
素
は
、
諸
外
国
で
は
水
道

水
に
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
家
族
の
都
合
の
良
い
時
や
子
ど
も

さ
ん
の
体
調
に
合
わ
せ
て
受
け
ら
れ
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
フ
ッ
素
塗
布
を
受
け
て

子
ど
も
さ
ん
の
歯
を
守
り
ま
し
ょ
う
！

●
対
象
者　

　

満
１
歳
か
ら
満
４
歳
の
子
ど
も

●
受
け
方　

　

 

フ
ッ
素
塗
布
は
３
ヶ
月
に
１
回
で

す
。（
例
）
４
月
→
次
回
７
月

　

 

阿
蘇
市
内
の
歯
科
医
院
（
上
記
の
一

覧
表
）
に
事
前
に
電
話
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

●
持
っ
て
い
く
も
の

　

 

事
前
に
お
送
り
し
ま
し
た
「
フ
ッ
素

塗
布
券
（
２
枚
綴
り
）」、「
フ
ッ
素

塗
布
カ
ー
ド
」
と
母
子
手
帳
を
ご
持

参
の
上
、
自
己
負
担
１
０
０
円
を
窓

口
に
お
支
払
く
だ
さ
い
。

●
有
効
期
限

　
 「

フ
ッ
素
塗
布
券
」
と
「
フ
ッ
素
塗

布
カ
ー
ド
」
は
平
成
25
年
度
の
み
有

効
で
す
。

　

 

塗
布
券
は
、
一
人
の
子
ど
も
さ
ん
に

１
年
分
と
し
て
４
回
分
ず
つ
同
封
し

（
２
枚
複
写
で

す
）
郵
送
し

て
い
ま
す
。

※ 

転
入
さ
れ

た
方
は
ご

連
絡
く
だ

さ
い
。

医療機関名 電話 住　所
田代歯科医院 ☎３４－１７７１ 黒川１２５１－１
市原歯科クリニック ☎３２－３８２８ 三久保５４１－５
武藤歯科医院　 ☎３２－００２７ 内牧１０４９－１１
安光歯科医院 ☎３４－０６０３ 黒川１５６３－１
佐藤歯科クリニック ☎２２－５１３１ 一の宮町宮地２１２－１
宇治歯科医院 ☎２２－０２１４ 一の宮町宮地２４０５
そのだ歯科医院 ☎３２－１４１８ 内牧１０７６－１３
たかもり歯科医院 ☎２２－５５８８ 一の宮町宮地１９６３－５
阿蘇温泉病院 ☎３２－０８８１ 内牧１１５３－１
波野診療所 ☎２４－２２０３ 波野２７０３

広
告

休 日・ 夜 間 に お け る 病 院 群 輪 番 制 病 院 運 営 事 業 に つ い て
　阿蘇地域では、休日・夜間の救急医療について、下記の病院が輪番制により対応しています。
　内科又は外科のいずれかを毎日 3病院が担当しておりますので、当日の診療科目等につきま
しては、事前にそれぞれの病院におたずねください。

病院名 住所 電話番号 診療科目
阿蘇中央病院 阿蘇市黒川 1178 ☎ 0967-34-0311 内科または外科
小国公立病院 阿蘇郡小国町宮原 1743 ☎ 0967-46-3111 内科または外科
阿蘇温泉病院 阿蘇市内牧 1153-1 ☎ 0967-32-0881 内科のみ
阿蘇立野病院 阿蘇郡南阿蘇村立野 185-1 ☎ 0967-68-0111 外科のみ

阿蘇市波野出身の弁護士です！！
弁 護 士　佐 藤   眞 喜 夫 弁 護 士　佐 藤    聖 喜
【東京弁護士会所属・中央大学卒】
佐藤眞喜夫法律事務所
〒102-0085　東京都千代田区六番町六番地一ﾊﾟﾚﾛﾜｲﾔﾙ六番町 705号

【東京弁護士会所属・京都大学卒】
千代田中央法律事務所 所長
〒102-0085　東京都千代田区六番町六番地一ﾊﾟﾚﾛﾜｲﾔﾙ六番町 704号

ＴＥＬ　０３‐３２６５‐４９８１（代）　　　ＦＡＸ　０３‐３２３４‐５９１７

法 律 的 な 御 相 談 を
お 受 け い た し ま す。

《佐藤 眞喜夫宅》 〒861-5512　熊本市北区梶尾町 1107 番 172　 TEL:096-245-5007　 FAX:096-288-1394

民事事件一般をお受けします。執務時間は土・日・祝祭日を除き 9:00 ～ 18:00 迄　急用の方は佐藤眞喜夫自宅へ連絡下さい。
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ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

へ
の
学
習
支
援

　
熊
本
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

子
ど
も
た
ち
の
学
習
を
応
援
す
る

「
ひ
と
り
親
家
庭
応
援
の
塾
」と「
地

域
の
学
習
教
室
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
「
ひ
と
り
親
家
庭
応
援
の
塾
」
で

は
、学
習
塾
で
の
受
講
料
割
引
の
他
、

教
材
提
供
な
ど
の
支
援
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
「
地
域
の
学
習
教
室
」
は
、
地
域

に
学
び
の
場
を
確
保
し
、
同
時
に
学

習
支
援
者
を
募
り
、
負
担
を
抑
え
た

安
心
の
学
習
環
境
を
子
ど
も
た
ち
に

提
供
す
る
事
業
で
す
。

　
い
ず
れ
も
詳
し
く
は
「
ひ
と
り
親

ミ
ツ
バ
チ
に
対
す
る
農
薬
危
害

防
止
に
つ
い
て

　
カ
ン
キ
ツ
類
の

開
花
期
防
除
に
あ

た
っ
て
は
、
ミ
ツ

バ
チ
に
農
薬
散
布

に
よ
る
危
害
が
生

じ
な
い
よ
う
、
近
く
の
養
蜂
家
と
巣

箱
の
位
置
や
防
除
計
画
な
ど
事
前
に

情
報
交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
農
薬

散
布
に
あ
た
っ
て
は
ミ
ツ
バ
チ
や
巣

箱
に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ　

　
熊
本
県
農
業
技
術
課
（
☎
０
９
６

‐
３
３
３
‐
２
３
８
１
）、
畜
産
課

（
☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
０
１
）

ダ
ニ
媒
介
性
疾
患
に
注
意
！

　
熊
本
県
内
で
は
、
日
本
紅
斑
熱
や

ダ
ニ
の
仲
間
で
あ
る
ツ
ツ
ガ
ム
シ
の

幼
虫
の
吸
血
に
よ
っ
て
感
染
す
る
つ

つ
が
虫
病
が
毎
年
、
複
数
例
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
外
出
す
る
と
き
は
次

の
ダ
ニ
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
と
対
策

▼
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
な
い
こ
と
。

▼ 

森
林
や
草
地
に
入
る
場
合
は
、
肌

の
露
出
を
少
な
く
す
る
こ
と
。

▼ 

屋
外
活
動
後
は
マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ

て
い
な
い
か
確
認
す
る
こ
と
。

▼ 

吸
血
中
の
マ
ダ
ニ
に
気
が
つ
い
た

際
は
、
速
や
か
に
病
院
で
処
置
す

る
こ
と
。

▼ 

マ
ダ
ニ
に
咬
ま
れ
た
後
に
発
熱
等

の
症
状
が
あ
っ
た
場
合
は
、
病
院

へ
受
診
す
る
こ
と
。

く ら し の 情 報
くらしのお知らせや
イベント情報などを掲載します

市役所の電話番号

市役所のホームページ
パ�ソコンから　 http://www.city.aso.

kumamoto.jp/
携�帯電話から　 http://www.city.aso.

kumamoto.jp/kt/

防 災 情 報 確 認

阿蘇安心安全ネットワークシステム
　▶ https://www.aso-anzen.jp/(パソコン)
　▶ https://www.aso-anzen.jp/

app-frontmb/(携帯電話)
熊本県統合型防災情報システム
　 http://www.bousai.pref.

kumamoto.jp/
熊本県雨量･気象情報（携帯電話）
　http://kumamoto.wni.co.jp/i/

お・・・お知らせ端末の電話番号
例本庁(総務課)�:55-3111又は56-3111

人の動き（H25.2 .28現在)

人口 28,339 人 (前月から  73人　 )
男 13,372 人 (前月から  21人　)
女 14,967 人 (前月から  52人　)

世帯数 11,168 戸 (前月から  20戸　)

お
　
知
　
ら
　
せ

家
庭
等
応
援
サ
イ
ト
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
法
人
熊
本
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会

☎
０
９
６
‐
３
２
４
‐
２
１
３
６

本庁(総務課)        ☎22-3111 お55・56
（情報管理室） ☎22-3253 お55
財政課 ☎22-3204
税務課　　　　 ☎22-3148 お55・56
内牧支所　　　 ☎32-1111 お55・56
波野支所 ☎24-2001 お24
市民課　　 ☎22-3135 お55
（消費生活センター） ☎22-3364 お55
人権啓発課　　 ☎22-3206
福祉課 ☎22-3167 お55～57
ほけん課　 ☎22-3145 お55・56
（保健センター） ☎22-5088 お55・56
農政課　　　　 ☎22-3274
観光まちづくり課 ☎22-3174
建設課　　　 ☎22-3187
住環境課　　　 ☎22-3169
水道課 ☎22-3196
教育課 ☎22-3229
会計課　　　　 ☎22-3284
議会事務局　　 ☎22-3279
監査委員事務局 ☎22-3240
農業委員会事務局 ☎22-3254
選挙管理委員会事務局 ☎22-3239

●
問
い
合
わ
せ

　
熊
本
県
健
康
危
機
管
理
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
４
０

電
線
付
近
の

鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
は
危
険
！

　
鯉
の
ぼ
り
の
季
節
に
な
り
ま
し
た

が
、
感
電
事
故
防
止
の
た
め
、
電
線

付
近
で
の
鯉
の
ぼ
り
の
掲
揚
や
魚
つ

り
は
絶
対
に
行
わ
な
い
よ
う
、
お
願

い
し
ま
す
。

　
な
お
、
万
一
鯉
の
ぼ
り
や
、
釣
り

糸
が
電
線
に
か
か
つ
た
場
合
は
、
自

分
で
取
ろ
う
と
せ
ず
、
お
近
く
の
九

州
電
力
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。
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危
険
物
取
扱
者
試
験
案
内

試
験
・
募
集

　
消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成

25
年
度
第
１
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

が
次
の
日
程
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

●
試
験
の
種
類

▼ 

甲
種
▼
乙
種
第
一
類
～
第
六
類

▼
丙
種

●
試
験
日　
６
月
９
日
日

●
願
書
受
付
期
間

（
書
面
申
請
）
４
月
15
日
月
～
24
日
水

（
電
子
申
請
）
４
月
12
日
金
～
21
日
日

●
試
験
地　
熊
本
市
ほ
か

●
願
書
等
の
設
置
場
所

　

 

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県

支
部
及
び
熊
本
市
消
防
局
、
熊
本

県
下
消
防
本
部
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　

　

 

㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
５
０
０
５
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自衛隊採用試験情報

自衛隊一般幹部候補生採用試験
■問い合わせ
　自衛隊熊本地方協力本部阿蘇地域事務所　
　☎２２－４５７５

　一般幹部候補生とは、大学の文系および理工系から進む通常の幹部候補生コース
で、海上・航空自衛隊の飛行要員及び陸上・航空の技術要員が含まれます。
　幹部自衛官の養成機関である「陸上・海上・航空各自衛隊幹部候補生学校」での
生活から幹部候補生の教育が始まり、初級幹部としての必要な知識と技能を学びな
がら、幹部としての資質を養っていきます。
　教育期間は約１年間で、防衛基礎学、戦術、戦史、戦技訓練、体育、服務、防衛
教養、実技などの科目があり、陸上・海上・航空の特色を生かした教育が行われます。

職種 募集人員 応募資格 受付期限 試験日 試験会場

陸上 約１２０名
※うち女子約１０名

２２歳以上
２６歳未満
（平成２６年
４月１日現在）

４月２６日金
（締切日必着）

（１次）
５月１１日土・１２日日
※１２日日は飛行要員のみ
（２次）
６月１１日火～１４日金

熊本市海上 約６０名
※うち女子約１０名

航空 約５０名
※うち女子約１０名

平
成
25
年
度
農
作
業
安
全
講
座

　
平
成
25
年
度
農
作
業
安
全
講
座
の

募
集
に
つ
い
て
左
記
の
と
お
り
ご
案

内
し
ま
す
。

● 

講
座
内
容　
農
業
機
械
（
大
型
特

殊
・
け
ん
引
）
に
か
か
る
安
全
啓

発
及
び
運
転
操
作
技
術

● 

開
催
場
所　
熊
本
県
立
農
業
大
学

校
（
熊
本
県
合
志
市
栄
３
８
０
５
） 

● 

募
集
期
間　
４
月
８
日
月
か
ら

　
５
月
10
日
金
ま
で

● 

費
用　
無
料
。
た
だ
し
運
転
免
許

試
験
受
験
に
係
る
経
費
及
び
傷
害

保
険
料
は
自
己
負
担
。

●
申
込
書
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ　

　
 

阿
蘇
地
域
振
興
局　
農
林
部
農
業

普
及
・
振
興
課

☎
２
２
‐
５
２
１
２

※ 

申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
受

講
者
を
決
定
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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使用済みインクカートリッジを回収します

阿蘇市では、ごみの減量や循環型社会の形成推進を図るため、 プリンターメーカー６社が共同で
実施している「インクカートリッジ里帰りプロジェクト」に参画し、使用済みカートリッジの回
収に取り組んでいます。 

インクカートリッジ里帰りプロジェクトとは
　 プリンターメーカー６社が使用済みインクカートリッジを共同回収し、再生カートリッジや

ボールペン等の材料として再生利用する事業です。
　詳しくはこちら　『インクカートリッジ里帰りプロジェクトホームページ』http://www.
inksatogaeri.jp/　をご覧ください。
プロジェクト参画企業
　●ブラザー工業株式会社●キヤノン株式会社●デル株式会社●セイコーエプソン株式会社
　●日本ヒューレット・パッカード株式会社●レックスマークインターナショナル株式会社
回収するインクカートリッジ
　プロジェクト参画企業６社が製造・販売する純正の家庭用インクカートリッジです。
　※著しい破損品はリサイクルの障害になるため入れないでください。
　※袋や箱などカートリッジ以外のものは入れないでください。
回収箱の設置場所
　阿蘇市役所、内牧支所、波野支所に設置しています。
平成24年度回収状況
　阿蘇市役所１回 7.4kg、内牧支所１回 8.1kg
問い合わせ
　市民課　生活衛生係　☎２２ ‐ ３１３５

春は行楽シーズンです！食中毒に注意しましょう。
　
遠
足
や
運
動
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
多
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　
気
温
が
高
く
な
る
と
食
中
毒
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
。
食
品
の
衛
生
的
な
取
り
扱
い
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

《
食
中
毒
に
関
す
る
情
報
》

●
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 http://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/seisakunitsuite/

b
u

n
ya

/ke
n

ko
u

_iryo
u

/sh
o

ku
h

in
/

syokuchu/index.htm
l

●
お
弁
当
を
作
る
と
き
は

▼
必
ず
食
べ
る
当
日
に
作
り
ま
し
ょ
う
。

▼
作
る
前
、
食
べ
る
前
に
は
手
を
よ
く
洗
い
ま
し
ょ
う
。

▼ 

食
品
は
、
中
心
部
ま
で
し
っ
か
り
加
熱
し
、
十
分
に
冷
ま

し
て
か
ら
清
潔
な
箸
で
弁
当
箱
に
詰
め
ま
し
ょ
う
。

▼ 

お
弁
当
は
、
涼
し
い
と
こ
ろ
で
保
管
し
、
早
め
に
食
べ
ま

し
ょ
う
。

▼
食
べ
残
し
の
食
品
は
、
思
い
切
っ
て
捨
て
ま
し
ょ
う
。

●
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
を
す
る
と
き
は

　

 

生
肉
に
はO

‐
１
５
７
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
サ
ル

モ
ネ
ラ
な
ど
の
食
中
毒
菌
が
付
い
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

▼
生
肉
と
野
菜
は
別
々
に
盛
り
つ
け
ま
し
ょ
う
。

▼ 

「
焼
く
と
き
の
箸
」
と
「
食
べ
る
と
き
の
箸
」
は
区
別
し
ま

し
ょ
う
。

▼
肉
は
中
心
部
ま
で
十
分
に
加
熱
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

※ 

楽
し
い
思
い
出
を
台
無
し

に
し
な
い
た
め
に
も
、
食

中
毒
に
は
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

阿
蘇
保
健
所
衛
生
環
境
課

☎
３
２
‐
０
５
３
５



ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
（
新
卓
球
）

交
流
会

　

高
齢
者
を

中
心
に
人
気

を
集
め
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
全
国

に
普
及
し
て

い
る
ラ
ー
ジ

―
ボ
ー
ル
交

流
会
を
開
催
し
ま
す
。
初
心
者
で
も

気
軽
に
楽
し
め
る
競
技
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
４
月
28
日
日

　
午
後
７
時
～
10
時

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
体
育
館
（
内
牧
）

● 

参
加
料　
３
０
０
円
（
施
設
利
用

料
と
し
て
）

※ 

お
茶
等
の
飲
料
水
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

●
主
催　
阿
蘇
市
卓
球
協
会

●
参
加
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
市
卓
球
協
会
事
務
局

☎
０
９
０
‐
２
７
１
９
‐
１
４
０
３

難
病
患
者
と
家
族
の
た
め
の

ミ
ニ
講
演
会
及
び
交
流
会

　
阿
蘇
地
域
の
難
病
患
者
と
家
族
の

方
々
を
対
象
に
し
た
ミ
ニ
講
演
会
と

交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
昼
ご
飯

を
食
べ
な
が
ら
、
み
ん
な
で
楽
し
く

お
話
し
し
ま
せ
ん
か
？

●
と
き　
４
月
12
日
金

　
午
前
11
時
～
午
後
１
時

●
と
こ
ろ　
阿
蘇
保
健
所
会
議
室

●
内
容

▼
ミ
ニ
講
演
会

　
テ
ー
マ
「
お
口
の
話
」

　
講
師　
阿
蘇
き
ず
な
歯
科
医
院　

　
我
那
覇
生
純　
氏

▼ 

交
流
会　

※ 

お
弁
当
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
当

日
一
人
５
０
０
円
徴
取
し
ま
す
。

申
込
の
際
に
「
弁
当
希
望
」
と
お

伝
え
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　
難
病
患
者
と
そ
の
家
族

●
申
込　
電
話
申
込

● 

申
込
・
問
い
合
わ
せ　
阿
蘇
地
域

難
病
患
者
と
家
族
の
会
ふ
れ
愛
97

☎
４
２
‐
１
０
８
７

■
作
品
展
示
会

　
会
員
や
関
係
機
関
の
職
員
が
作
成

し
た
作
品
の
展
示
会
を
開
催
し
ま

す
。
絵
画
や
写
真
、
手
作
り
の
手
芸

品
な
ど
、
個
性
豊
か
な
作
品
を
展
示

く ら し の 情 報
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イ
ベ
ン
ト
・
催
し

■春の坊中スタンプラリー大会
　黒川地区を中心に「春の坊中スタンプラリー大会」
を開催します。当日は、１年に１度西巌殿寺にて開催
される阿蘇山観音まつり（火渡り）の日です。火渡り
を見て、さらに坊中スタンプラリーにも参加してみま
せんか？スタンプを集めると、温泉入浴券などのほか、
豪華景品をプレゼント！皆様の参加お待ちしておりま
す。詳しい内容は、ＡＳＯ田園空間博物館までお問い
合わせください。
●とき　４月 13 日土　9:00 ～ 15:00
●ところ　阿蘇市黒川地区
■第135回阿蘇市をさるこう！【春の阿蘇・波野高原ウォーキング】
　波野の絶景ポイントの散策や牛神社、中江岩戸神楽
鑑賞、阿蘇ジオパーク（ジオサイト）の見学などを通
じて波野の魅力を満喫できるイベントを開催します。
●とき　４月２０日土　10：30 ～ 16:45
●集合　10：30　阿蘇市波野「やすらぎ交流館」

ＡＳＯ田園空間博物館 イベント情報　　（問い合わせ：☎ 35-5077）
Ａ Ｓ Ｏ
田園空間
博 物 館

●参加費　 大人 2,000 円、小人 600 円（体験、保険、
食事代込）

●定員　30 名（定員になり次第締め切ります）
　※要予約

■第 136 回阿蘇市をさるこう！
　【湧水の里手野の牧野でワラビ狩りを満喫！】
　手野集落の散策と、特別に許可をいただいた牧野で
ワラビ狩りを行います。大自然にふれながら収穫体験
を満喫しませんか？お昼は「手野名水会おふくろ会」
による心暖まる郷土料理をいただきます！
●とき　４月２７日土　11:30 ～ 15:20
●集合　11：30　阿蘇市役所
●参加費　 大人 1,500 円、小人 600 円（体験料・保険・

昼食込）
●定員　50 名（定員になり次第締め切ります）
　※要予約

予
定
で
す
。
皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
４
月
10
日
水
～
17
日
水

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※ 

最
終
日
の
４
月
17
日
水
は
、
午
前

中
の
み
の
開
催
。

●
と
こ
ろ　
あ
そ
街
角
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　
　
　
　
　
（
内
牧
）
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行事・イベント

スポーツ施設スケジュール
(内容は3月15日現在)

●阿蘇体育館（☎３２－４０００）

●農村公園あぴか（☎３２－５０８１）

19日 日：狂犬病予防注射（～28日火まで）
5月

4月

広
告

阿蘇ポリス
インフォメーション

A S O  P O L I C E  I N F O R M A T I O N

阿蘇警察署
☎２２ ‐ ５１１０

～免許更新時における高齢者講習について～

　平成 25 年 4 月 1 日から、免許更新時の高齢者講習
（70 歳以上の方）が、大分県内の自動車学校でも受講
できるようになりました。
【大分県】
●日田自動車学校
　大分県日田市桃山町２４４１　tel:0973-22-6236
●竹田自動車学校
　大分県竹田市植木７４０　　　tel:0974-63-2233
【熊本県】
●阿蘇自動車学校
　阿蘇市一の宮町宮地４５０７　tel:0967-22-0737
※ 予約の空き状況は、熊本県警察のホームページに掲載し

ています。詳しくは各自動車学校にお尋ねください。
熊本県警察ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ：http://www.police.pref.kumamoto.jp

Vol.4

  6日 土：阿蘇市公立保育園入園式
  7日 日：阿蘇マルシェ(農村公園あぴか、7:00～）
　 〃 　：中江岩戸神楽定期公演(中江神楽殿、13:00～）
  9日 火： 市内小・中学校入学式

4月

20日 土：マグラーズサッカー大会（～21日）
21日 日：なでしこサッカー
26日 金：阿蘇菊鹿大会（陸上）

  3日 金： 第31回学童九電旗阿蘇郡市野球大会
  5日 日：つつじ祭り野球大会（～6日）

5月

春の全国交通安全運動が始まります！
期間：４月６日土～１５日月

【重点項目】
　①自転車の安全利用の推進
　② 全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正し

い着用の徹底
　③飲酒運転の根絶
※ 阿蘇市においても、期間中は街頭指導やお知らせ端末で

の啓発を行い、交通事故防止を図ります。
【問い合わせ先】総務課防災交通係　

　☎２２－３１１１　（お知らせ端末）５５－３１１１
4月

  6日 土：小学生剣道錬成大会
14日 日： 阿蘇郡市総合選手権（バスケットボール）
20日 土：第63回仙酔峡旗争奪柔道大会（～21日）

  2日 木： 全国優秀校招待阿蘇剣道錬成大会
5月

ママさんバレーボール部員募集！
運動不足の方、ストレス発散したい方、楽し
く一緒に汗を流しませんか？
●チーム名　�あそママ（9人制ママさんバレーボール）
●練習日　毎週火・金曜日　20:00 ～ 22:00
●練習場所　阿蘇中学校体育館（火曜日）
　　　　　　阿蘇西小学校体育館（金曜日）
●部費　�月 1,000 円（年間登録料 200円と

スポーツ保険加入が別途必要）
●問い合わせ　あそママ代表　矢羽田
　　　　　　　☎ 090-9071-1325

み ん な の 広 場
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人 権 作 文家族や身近な人との関係を見つめ直し、
人権や差別について話し合う機会を持ちましょう。

人権について語り合いましょう

学
し
ゅ
う
会
で
考
え
た
こ
と

中
通
小
学
校　
２
年　
川
添　
琉り
ゅ
う
が雅

「
し
お
り
の
中
の
、
『
ち
が
い
を
ど
う
す

れ
ば
』
に
つ
い
て
、
心
に
の
こ
っ
た
こ
と

や
考
え
た
こ
と
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
」

と
、
え
と
う
先
生
が
言
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
は
、
『
き
ょ
う
だ
い
が
い
な
い
か

ら
か
い
と
く
ん
が
う
ら
や
ま
し
い
。
』
と

書
き
ま
し
た
。

　
え
と
う
先
生
が
、
そ
れ
を
読
ん
で
、

「
え
～
そ
う
な
の
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
え
と
う
先
生

が
、

「
え
～
。
」

と
言
っ
た
の
で
、
び
く
っ
と
し
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
先
生
は
、

「
ど
う
し
て
う
ら
や
ま
し
い
の
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

「
か
い
と
く
ん
は
、
き
ょ
う
だ
い
が
い
る

か
ら
、
ナ
ル
ト
の
あ
そ
び
や
レ
ゴ
と
か
が

で
き
て
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
え
と
う
先
生

が
、

「
へ
～
そ
う
な
ん
だ
。
」

と
言
っ
た
の
で
、
ぼ
く
は

「
は
い
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
え
と
う
先
生
が
、

「
の
ど
か
ち
ゃ
ん
も
き
ょ
う
だ
い
が
い
な

い
よ
。
」

と
言
っ
た
の
で
、
ぼ
く
は
の
ど
か
ち
ゃ
ん

は
一
人
っ
子
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
て
い
た
の

で
、

「
え
～
そ
う
な
ん
で
す
か
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
そ
し
て
の
ど
か
ち
ゃ
ん

人 権 作 文 平成24年度　阿蘇市人権作文集「かけはし」より　※学年は平成24年度時点。

に
聞
こ
う
と
し
た
ら
、
大
さ
わ
先
生
が
、

「
学
し
ゅ
う
会
は
も
う
お
わ
り
で
す
。
」

と
言
わ
れ
た
の
で
そ
の
日
は
聞
け
ま
せ
ん

で
し
た
。

　
つ
ぎ
の
日
、
え
と
う
先
生
に
、

「
ま
だ
の
ど
か
ち
ゃ
ん
に
聞
い
て
ま
せ

ん
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
先
生
が
、

「
は
よ
言
い
な
っ
せ
。
」

と
、
た
の
し
み
な
顔
で
聞
く
の
を
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
の
ど
か
ち
ゃ
ん
も

お
な
じ
だ
と
思
っ
て
わ
く
わ
く
し
な
が
ら

聞
き
ま
し
た
。
す
る
と

「
う
～
ん
。
」

と
、
の
ど
か
ち
ゃ
ん
は
考
え
て
、

「
だ
れ
も
お
ら
ん
ほ
う
が
い
い
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

「
え
～
。
」

と
言
い
ま
し
た
。

「
な
ん
で
。
」

と
聞
き
ま
し
た
。
す
る
と
の
ど
か
ち
ゃ
ん

は
、

「
犬
と
か
ね
こ
と
か
い
っ
ぱ
い
い
る
か

ら
。
」

と
言
い
ま
し
た
。

　
と
な
り
に
い
た
し
よ
り
ち
ゃ
ん
が
、

「
お
ら
ん
ほ
う
が
い
い
よ
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、

「
な
ん
で
？
」

と
聞
き
ま
し
た
。
し
よ
り
ち
ゃ
ん
は
、

「
だ
っ
て
き
ょ
う
だ
い
が
お
る
と
め
ん
ど

う
み
る
の
が
め
ん
ど
う
く
さ
い
も
ん
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
心
の
中
で
、

（
ぼ
く
だ
っ
た
ら
め
ん
ど
う
み
れ
る
け
ど

《
先
生
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
》

　
カ
ル
デ
ラ
Ａ
Ｓ
Ｏ
（
旧
中
通
隣

保
館
）
で
の
解
放
子
ど
も
会
学
習

会
で
、
い
ろ
ん
な
ち
が
い
を
考
え

ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
ち
が
い
を

不
幸
に
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
れ

ば
、
豊
か
な
も
の
に
す
る
こ
と
も

で
き
る
と
い
う
学
習
で
し
た
。

　
り
ゅ
う
が
さ
ん
が
書
い
た
こ
と

は
、
一
般
的
な
一
人
っ
子
に
対
す

る
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
人
一
人
の
思
い
は
、

本
人
か
ら
聞
く
こ
と
で
し
か
わ
か

ら
な
い
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
、
の

ど
か
さ
ん
と
犬
や
猫
の
関
係
、
ふ

だ
ん
き
ょ
う
だ
い
の
め
ん
ど
う
を

よ
く
み
て
い
る
し
よ
り
さ
ん
が
ど

う
し
て
そ
ん
な
風
に
言
っ
た
の
か

も
っ
と
知
り
た
く
な
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
も
家
族
に
対
し
て
、
～

だ
か
ら
幸
せ
、
～
だ
か
ら
不
幸
せ

と
思
い
込
み
で
考
え
て
し
ま
っ
た

り
、
目
に
見
え
る
こ
と
だ
け
で
判

断
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が

あ
る
こ
と
を
こ
の
つ
づ
り
が
示
唆

し
て
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。

ね
）
と
思
い
ま
し
た
。

　
え
と
う
先
生
は
、

「
い
ろ
い
ろ
ち
が
っ
て
お
も
し
ろ
い

ね
。
」

と
言
い
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
ど
ち
ら
に
す

る
か
き
め
る
の
に
も
う
あ
た
ま
が
ご
じ
ゃ

ご
じ
ゃ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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あべさんは本市在住で
絵や講演で活躍中。

～大事にしたい懐かしい阿蘇の生活～　No.13 絵・文　あべまりあ
「自然と共に遊び生活した子どもの頃の体験は宝物だ。心身を強くし、感性を豊かにする。
（阿蘇の大自然を守るためにも）次代を担う若い人や子どもたちにもぜひ伝えたい！」と、
そう願って、あべさんが描かれた作品たちをお届けします。



〒869-2223  阿蘇市竹原4-1 TEL 0967-34-0257
info@t-watanabekensetsu.com

昔ながらの生活で燻し磨かれた
古材の活用、和の趣を活かす。
古民家一級鑑定士
伝統資材施工士

いぶ

注文住宅
リフォーム

耐震診断
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阿蘇世界文化遺産リレーコラム
～ わ が ま ち 自 慢 の 文 化 遺 産 ～ 　阿蘇世界文化遺産リレーコラム第７回は、南阿蘇村から

「白川水源」についてのご紹介です。

■白川水源　

第 7 回 担当：南阿蘇村

　南阿蘇村には、多くの湧水スポットがあります。日本有数の湧水量を誇る「白
川水源」をはじめ、別名：女水と言われるほど柔らかい水に定評のある水源や、
飲むと子宝に恵まれるという名水公園など、色々な名水があって興味深い所です。
　中でも「白川水源」は、環境省名水百選の一つであり、毎分６０トンもの清水
が吹き出しています。この湧水は、一級河川「白川」となって熊本市街を通り有
明海へ注いでいます。常温１４℃の水が湧き出し、水源の水は自由に持ち帰るこ
とができます。また、初夏にはホタルの乱舞が見られ年間４０万人を超える観光
客の皆さんを楽しませています。
　生命の源である水を作り出す湧水群。南阿蘇村特有の景観でもあり阿蘇ならで
はの景観とも言えます。このような素晴らしい景観を守り後世に繋いでいくこと
が、今後の阿蘇の世界文化遺産登録に向けての取り組みの一つだと考えます。
　この阿蘇のすばらしい『文化的景観』を、阿蘇に暮らすわたしたちの手で守り
続けていきましょう。 次回は、西原村からご紹介します！

A
s o

 L
i b r a r y  N

e w
s図書館へ

行こう！ ４月から移動図書館の巡回日が変わります
●問い合わせ　阿蘇図書館 ☎３２－００６７　一の宮図書館 ☎２２－２９１６

移動図書館車あそ号の巡回日程

広
告

阿蘇地区の巡回を東と西の２コースに分け、午後からの巡回になりました。
移動図書館は、天候により中止する場合もありますので、あらかじめご了承ください。
巡回を中止する時は、お知らせ端末からお知らせします。

○阿蘇地区�東コース　４月９日火・５月７日火
山 田 公 民 館(13：35 ～ 13：50) →下の原公民館(14：00 ～ 14：15) →西役犬原公民館(14：25 ～ 14：40) →
竹 原 公 民 館(14：50 ～ 15：10) →猿渡製材所前(15：20 ～ 15：35) →坊 中 公 民 館(15：40 ～ 16：00) →
佐 伯 商 会 前(16：10 ～ 16：25)

○阿蘇地区�西コース　４月 16日火・５月 14日火
枳 天 満 宮(14：20 ～ 14：40) →赤 水 駅 前(14：50 ～ 15：10) →宮 本 酒 店 前(15：20 ～ 15：40) →
上の小屋前バス停(15：50 ～ 16：10)

○一の宮地区　　　�　４月 18日木・５月 16日木
波野保健福祉センター (10：40 ～ 11：10) →坂梨公民館 (13：30 ～ 13：50) →古城公民館 (14：00 ～ 14：20)



月日曜
日

のんびり広場 すくすく広場 ぴよぴよ広場
●場　所　波野保育園内
●開放日　�月～金曜
●時　間　9:00～14:00
●電　話　２４‐２８００
※お知らせ端末同番号

●場　所　�一の宮子育て支援センター
(りんどう保育園横)

●開放日　�月～土曜
●時　間　8:00～17:00(土は12:00まで)
●電　話　２２‐４５３９
※お知らせ端末同番号

●場　所　�阿蘇市役犬原児童館※
　　　　　（役犬原12番地）
●開放日　�月～金曜(第2土曜開所)
●時　間　9:00～17:00
●電　話　３４－１６３３

４
月

9 火 お散歩に出かけよう（10：30 出
発→ベビーカー持参）

10 水 散歩に行こう
よもぎ摘みをしよう

親子ふれあい体操（３Ｂ体操指導者：
大塚美和氏）

11 木 わらべ歌・絵本の読み聞かせ お花見交流会・乙姫の家交流会
（10：30子安河原公園集合）

17 水 誕生会・計測日／よもぎ団子を作
ろう（エプロン・三角巾持参）※要予約 作って遊ぼう（こいのぼり）

18 木 親子で簡単クッキング（いちご大福作り・栄
養講座※エプロン・三角巾持参）※要予約

23 火 誕生会・計測日（触れあい遊びを
楽しもう）

24 水 お誕生会・体験試食会

25 木 こいのぼり作り あそ☆ビバで遊ぼう（10：30現
地集合→水筒持参）

26 金 波野保育園の遠足に参加しよう（荻岳）

５
月

１ 水 作って遊ぼう（こいのぼり・かぶと） 親子簡単クッキング会
乙姫の家交流会（午後）

２ 木 新聞紙で遊ぼう
７ 火 運動遊び

８ 水 誕生会・計測日
誕生日プレゼントを作ろう

子安河原観音祭り（10：30現地
集合→お弁当・水筒持参）

９ 木 わいわい子育て相談会（乳幼児健診
医：江崎真澄先生による子育て相談会）
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子 育 て 支 援 セ ン タ ー 情 報
市では３ヶ所の子育て支援センターを開設しています。

どのセンターも自由にご利用いただけます。

4月・5月

※
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
三
久
保
）
の
再
開
の
目
途
が
立
つ
ま
で
、
役
犬
原
児
童
館
に
変
更
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
７
日
に
、
波
野
小
学
校
１
・
２
年
生
、
20
名

を
対
象
と
し
て
、
小
学
校
家
庭
科
室
に
て
、
放
課
後

子
ど
も
教
室
の
最
後
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

教
室
で
は
食
改
波
野
支
部
が
年
３
回
出
前
講
座
を
し

て
お
り
、
学
校
菜
園
で
作
っ
た
大
根
を
使
っ
て
「
大

根
も
ち
」
を
作
っ
た
り
、「
そ
ば
打
ち
体
験
」
を
し

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
食
改
が
焼
い
た
ス
ポ
ン
ジ
を
土
台
と
し

て
、み
ん
な
で
生
ク
リ
ー
ム
を
泡
立
て
、果
物
を
切
っ

て
飾
り
、
手
作
り
ケ
ー
キ
を
作
っ
て
、
お
別
れ
会
を

し
ま
し
た
。

　

み
ん
な
喜
び
、「
自
分
で
作
る
と
、
特
に
お
い
し

い
ね
」「
ケ
ー
キ
も
自
分
で
作
れ
る
ん
だ
ね
」「
う
ち

で
も
作
っ
て

み
よ
う
」
と

の
声
が
聞
か

れ
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、

家
族
と
は
一

味
違
う
地
域

の
食
改
と
し

て
、
一
緒

に
食
事
を
作

る
喜
び
を
伝

え
て
行
き
た

い
と
思
い
ま

す
。

食生活改善推進員協議会だより 放 課 後 こ ど も 教 室 開 催
～ 波 野 小 学 校 で 実 施 ～

波
野
支
部

各所では育児相談を随時受け付けています。電話相談も可能です。（一の宮子育て支援センターは☎ 22-3850 まで）



各 種 健 診 の 日 程

実 施 予 防 接 種 医 療 機 関 一 覧

休 日 在 宅 医

32

お知らせカレンダー
各 種 相 談 の 日 程

心配ごと相談＜無料＞
　４月１８日木
　５月　２日木
　9：30～12：00　阿蘇保健福祉センター
　問い合わせ　阿蘇市社会福祉協議会(☎32-1127)

年金出張相談＜(国民年金・厚生年金)予約制＞
　４月１９日金　
　10：00～15：00　阿蘇市役所
　５月　１日水
　10：00～15：00　農村環境改善センター
　予約先　熊本東年金事務所(☎096-367-2503)

もの忘れ相談＜随時受付・無料＞
　問い合わせ　阿蘇市地域包括支援センター☎32-5211
　　　　　　　ほけん課☎22-3145

こころの相談＜予約制・無料＞
　４月　９日火　13：30～16：00　阿蘇保健所
　予約先　阿蘇保健所(☎32-0535)

４ヶ月児健診
　４月　９日火　対象者　H24.11.16～12.15生まれ
　受付：通知に記載　場所：一の宮保健センター

７～８ヶ月児健診
　５月　７日火　対象者　H24.9月生まれ
　受付：通知に記載　場所：一の宮保健センター

１歳６ヶ月児健診
　４月２３日火　対象者　H23.8月生まれ
　受付：9:00～9：15　場所:一の宮保健センター

３歳児健診
　４月１６日火　対象者　H21.9月生まれ
　受付：13：00～13：15　場所：一の宮保健センター

　４月　７日
　４月１４日
　４月２１日
　４月２８日
　４月２９日
　５月　３日
　５月　４日
　５月　５日
　５月　６日
　５月１２日

脇胃腸科
坂梨ハートクリニック
問端内科
栗林内科医院
眼科古嶋医院
家入整形外科
古閑医院
大阿蘇病院
たくもと小児科クリニック
小野主生医院

３２－２５００
２４－６２６２
３２－０１０２
２４－１０２４
３４－０００８
３２－００４８
２２－３０００
２２－２１１１
３４－２２０２
３２－００３９

※ 阿蘇中央病院夜間診療：毎週金曜19時～21時。

もうすぐ１歳児健診
　４月　９日火　対象者　H24.5月生まれ
　受付：13：00～13：15　場所：一の宮保健センター

登記相談（売買・贈与・相続等）＜無料＞
　４月１８日木　10：30～15：00　阿蘇市役所
　問い合わせ　熊本地方法務局(☎096-364-2145)
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熊本県弁護士会法律相談＜予約制・有料＞
毎週金曜日※年末年始、祝祭日を除く
　13:00～16:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県弁護士会(☎096-325-0009)

熊本県司法書士会総合相談＜予約制・有料＞
毎週水曜日※年末年始、祝祭日を除く
　17:00～20:00　農村環境改善センター
　予約先　熊本県司法書士会（☎096-364-2890）

医療機関名 電話番号 ヒブ 肺炎
球菌 ＢＣＧ 不活化

ポリオ
三種
混合

四種
混合

麻しん
風しん

日本
脳炎

二種
混合

子宮
頸がん

古閑医院 ☎２２－３０００ ● ● ●
松見内科クリニック ☎２２－０２６０ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
市原胃腸科外科 ☎３４－１２１１ ● ●
脇胃腸科 ☎３２－２５００ ● ●
小野主生医院 ☎３２－００３９ ● ● ● ● ●
問端内科 ☎３２－０１０２ ● ●
家入整形外科 ☎３２－００４８ ● ●
阿蘇温泉病院　 ☎３２－０８８１ ● ● ●
坂梨ハートクリニック ☎２４－６２６２ ● ●
たくもと小児科クリニック ☎３４－２２０２ ● ● ● ● ● ● ● ● ●
栗林内科医院 ☎２４－１０２４ ● ● ●
阿蘇中央病院　小児科 ☎３４－０３１１ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
波野診療所 ☎２４－２２０３ ● ● ●
※予防接種の対象者については、各予防接種に応じて個別通知や本誌紙面等で定期的にご案内します。
※予約制ですので、必ず事前に電話予約をしてください。また、受診の際は母子健康手帳と問診票をご持参ください。

【問い合わせ　一の宮保健センター　☎２２‐５０８８　お知らせ端末５５‐５０８８】
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ほうれん草と卵には子どもの成長に必要な栄養素がたくさ
ん入っています。味付けを薄味にするといいでしょう。中
の具材も魚介類、きのこ類や旬の野菜、いも（さつま芋）
など入れるといろんな味が楽しめます。

＜食改より一言＞

●ｴﾈﾙｷﾞｰ：279kcal　●たんぱく質：15.8ｇ　●脂 質：22.6ｇ
●ｶﾙｼｳﾑ：253ｍｇ　●塩分：1.1ｇ

・・・�このマークの話題は、インターネットで動画（WebTVアソ）をご覧いただけます。
　　　アクセスは【阿蘇市ホームページ→阿蘇インターネット放送局�WebTVアソ】

食 生 活 改 善 推 進 員 協 議 会

地地 産産 地地 ククッッキキンンググ消消

ほうれん草のキッシュ
　　＊＊＊作り方＊＊＊

①�ベーコンは１ｃｍ幅に切り、ほうれん草は４ｃｍ長さに
切り、玉ねぎは薄切りにする。
　オーブンは２００℃に予熱する。
②�フライパンに油を熱し、ベーコン・玉ねぎ・ほうれん草
の順に加えてさらに炒める。塩こしょうで味を整え冷ま
す。
③�ボールに（Ａ）と顆粒タイプコンソメを混ぜ合わせ、冷
めた②の具材をあわせる。
④耐熱容器に入れ、オーブンで１５～２０分焼く。
⑤中央に竹串をさして何もつかなければ焼き上がり。
　お好みの大きさに切って盛り付ける。 【ほうれん草のキッシュ】　材料（２人分）

・ほうれん草……１２０ｇ
・玉ねぎ…………１／４個
・ベーコン………３枚
・塩こしょう……少々
・顆粒タイプコンソメ……小さじ１/ ２
（Ａ）　・卵………………２個
　　　・牛乳……………１／２カップ
　　　・生クリーム……１／４カップ
　　　・粉チーズ………大さじ２

前田 礼
れ い こ

子さん（２１歳）　行政区：内牧２区
阿蘇プラザホテル勤務

〔趣味〕寝ること、食べること
〔特技〕柔道
〔�阿蘇の好きなところ〕景色がキレイ
〔阿蘇市への要望〕　　早い復興をお願いします
〔好きな男性のタイプ〕男らしい人　
〔好きな言葉〕　　　　ありがとう　
Ｑ．仕事の内容　
　　フロントサービス（受付、案内等）
Ｑ．�仕事で、日頃から心がけていること　
　　笑顔を絶やさない

フレッシュマン

FRESH  MAN

FRESH  MAN

さわやか




